


首里駅より首里城を望む

首里城

首里駅全景 

ゆいレール駅シリーズ⑥

首 里 駅

【那覇まつり】

★ ★ ★

表 紙 解 説

1248121415161718
平
成
十
七
年
度
予
算
概
算
要
求

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
平
成
十
七
年
一
月
本
格
施
行
し
ま
す
。

〜
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
て
〜

二
〇
〇
三
／
二
〇
〇
四

沖
縄
に
お
け
る
道
路
行
政
の
達
成
度
報
告
書
／
業
績
計
画
書
に
つ
い
て

〜
道
路
行
政
の
透
明
性
・
効
率
性
の
向
上
に
向
け
て
〜

20

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
仮
称
）
設
立
構
想
の
実
現
を
目
指
し
て

21
お
知
ら
せ
﹇
I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N
﹈
／
編
集
後
記

沖
縄
観
光
の
現
状
に
つ
い
て

（
財
）
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
　
会
長

松
本
　
行
雄 

I
D
B
紹
介
パ
ネ
ル
展
開
催
中

創
業
意
識
喚
起
活
動
事
業
に
つ
い
て

真
玉
橋
に
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
体
験
施
設
が
オ
ー
プ
ン

二
〇
〇
四
年
海
の
日
フ
ェ
ア
　
那
覇
港
港
湾
施
設
め
ぐ
り

「
み
な
と
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
四
in

平
良
港
」
開
催
！

石
垣
港
み
な
と
ま
つ
り

【
財
務
部
】

【
経
済
産
業
部

】

【
開
発
建
設
部

】

【
開
発
建
設
部

】

【
開
発
建
設
部

】

【
総
務
部
】

【
財
務
部
】

【
農
林
水
産
部

】

【
経
済
産
業
部

】

【
開
発
建
設
部

】

【
運
輸
部
】

返
還
跡
地
利
用
に
関
す
る
市
町
村
支
援
事
業
に
つ
い
て

「
第
五
回
　
沖
縄
地
域
金
融
円
滑
化
会
議
」
を
開
催

「
食
と
農
」
地
域
懇
談
会
を
開
催

平
成
十
六
年
度
版
通
商
白
書
説
明
会
の
開
催

「
知
事
懇
談
会
」
を
開
催

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
の
開
催

【
そ
の
1
】
総
務
部

【
そ
の
2
】
経
済
産
業
部

【
そ
の
3
】
開
発
建
設
部

　那覇まつりの初日は「市民演芸・

民俗芸能パレード」で始まります。

国際通りを沖縄県内各地から選

ばれた民俗芸能と子ども会、青年

会婦人会等の各種サークル、また

県外から参加した伝統芸能チー

ムが、日ごろ鍛えた演舞を披露し

ます。那覇まつりのメインイベン

トは「那覇大綱挽」。琉球王府時代

から約350年の歴史をもち、全長18.6m、

重さ約40t、ギネスブックに認定

されている世界一の大綱を、東西

に分かれて引き合う様は、まさに

迫力満点。見ているだけでなく参

加した方がずっと楽しい祭りです。

【
内
閣
府
】



★ ★ ★

　
沖
縄
県
は
、
我
が
国
唯
一
の
亜

熱
帯
地
域
と
し
て
特
有
の
自
然
景

観
と
近
隣
諸
国
と
の
長
い
交
流
の

歴
史
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
独
特
の

文
化
を
資
源
に
、
国
内
に
お
い
て

も
有
数
の
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
地
と

し
て
発
展
し
て
き
た
。

　
本
県
の
観
光
は
、
復
帰
前
は
戦

跡
観
光
地
と
し
て
慰
霊
訪
問
団
を

中
心
と
し
た
観
光
が
主
流
で
、
復

帰
の
年
に
は
年
間
約
四
十
万
人
の

観
光
客
が
訪
れ
た
。
昭
和
五
十
年

の
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催
を

契
機
に
道
路
、
港
湾
、
空
港
等
の

社
会
基
盤
が
国
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、

こ
の
年
の
観
光
客
は
百
五
十
万
人

へ
と
大
幅
に
増
加
し
た
。

　
そ
の
後
、
航
空
会
社
に
よ
る
青

い
海
、
青
い
空
の
イ
メ
ー
ジ
を
打

ち
出
し
た
沖
縄
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
、
民
間
投
資
に
よ
る
海
浜
リ

ゾ
ー
ト
施
設
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
地
沖
縄
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
も
図
ら
れ
、
ま
た
、

修
学
旅
行
や
家
族
旅
行
の
順
調
な

伸
び
や
プ
ロ
野
球
の
キ
ャ
ン
プ
地

と
し
て
の
沖
縄
が
注
目
さ
れ
、
入

域
観
光
客
数
は
着
実
な
進
展
を
み
せ
、

平
成
三
年
に
は
三
百
万
人
の
大
台

を
突
破
し
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
十
二
年
に
お
け

る
我
が
国
初
の
サ
ミ
ッ
ト
首
脳
会

合
の
地
方
開
催
、
「
琉
球
王
国
の
グ

ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」
の
世
界

遺
産
登
録
が
な
さ
れ
、
リ
ゾ
ー
ト

地
沖
縄
が
世
界
各
国
へ
情
報
発
信

さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
十
三
年
に
は
、

N
H
K

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ち
ゅ

ら
さ
ん
」
な
ど
沖
縄
を
舞
台
に
し

た
テ
レ
ビ
放
映
の
影
響
に
よ
り
全

国
的
に
本
県
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
り
、
入
域
観
光
客
は
順
調
な
伸

び
を
み
せ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
同
年
九
月
に

ア
メ
リ
カ
で
起
こ
っ
た
同
時
多
発

テ
ロ
事
件
の
影
響
を
受
け
、
修
学

旅
行
を
中
心
と
し
た
キ
ャ
ン
セ
ル

が
相
次
ぎ
、
結
果
と
し
て
こ
の
年

の
入
域
観
光
客
は
前
年
を
下
回
っ

た
が
、
そ
の
後
、
官
民
一
体
と
な

っ
た
取
組
み
に
よ
り
同
時
多
発
テ

ロ
事
件
に
よ
る
影
響
を
最
小
限
に

留
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、

平
成
十
五
年
に
は
、
過
去
最
高
の

五
百
八
万
人
を
記
録
し
入
域
観
光

客
数
も
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、

沖
縄
県
で
は
平
成
十
六
年
の
目
標

入
域
観
光
客
数
を
五
百
二
十
五
万

人
に
設
定
し
、
七
月
現
在
目
標
を

上
回
る
ペ
ー
ス
で
極
め
て
順
調
に

推
移
し
て
い
る
。

　
一
方
、
沖
縄
観
光
の
持
続
的
発

展
に
向
け
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
も
あ
る
。
昨
年
度
、

沖
縄
県
で
実
施
し
た
「
二
〇
〇
三

年
度
沖
縄
観
光
客
満
足
度
調
査
」

に
よ
る
と
、
全
体
的
な
沖
縄
観
光

に
対
す
る
満
足
度
は
年
々
高
ま
っ

て
い
る
も
の
の
、
も
て
な
し
や
接

客
マ
ナ
ー
及
び
地
元
の
観
光
へ
の

関
心
や
交
通
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は

前
回
の
調
査
に
比
べ
満
足
度
が
低

下
し
て
い
る
ほ
か
、
観
光
情
報
及

び
食
事
の
面
で
は
満
足
度
が
低
い

と
い
う
結
果
が
出
て
お
り
、
改
善

の
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
満
足
度
調
査
の
結
果
や
リ
ピ

ー
タ
ー
率
が
六
割
を
越
え
観
光
客

の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、
消
費
単

価
が
低
下
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
る
と
、
沖
縄
観
光
の
更
な
る
質

の
向
上
の
た
め
受
入
体
制
の
さ
ら

な
る
強
化
や
新
た
な
沖
縄
観
光
の

魅
力
づ
く
り
が
現
下
の
課
題
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
国
の
支
援

を
受
け
沖
縄
県
及
び
財
団
法
人
沖

縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
沖

縄
離
島
地
域
観
光
活
性
化
推
進
事
業
、

観
光
産
業
人
材
育
成
事
業
、
沖
縄

観
光
共
通
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
構
築

事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
課

題
解
決
に
向
け
て
適
宜
を
得
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
沖
縄

観
光
の
推
進
母
体
と
し
て
国
、
沖

縄
県
は
も
と
よ
り
観
光
業
界
と
連

携
し
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
組
み

に
よ
り
、
沖
縄
県
観
光
振
興
基
本

計
画
の
目
標
で
あ
る
平
成
二
十
三

年
に
お
け
る
入
域
観
光
客
数
六
百

五
十
万
人
の
達
成
を
目
指
し
沖
縄

観
光
の
発
展
に
鋭
意
努
力
し
て
い

く
所
存
で
あ
る
。

（財）沖縄観光コンベンションビューロー

会長　松本　行雄
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1

総
務
部

平
成
十
七
年
度
予
算
概
算
要
求

平成17年度�予算概算要求・要望額
（単位：百万円、％）

雇
用
の
安
定
と
職
業
能
力

の
開
発

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

（
仮
称
）

等
に
よ
る
科
学
技
術
の
振

興
と
国
際
交
流
・
協
力
の
推
進

環
境
共
生
型
社
会
と
高
度
情

報
通
信
社
会
の
形
成

多
様
な
人
材
の
育
成
と
文
化

の
振
興

持
続
的
発
展
を
支
え
る
基
盤

づ
く
り

（
一
）
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
振
興

（
二
）
情
報
通
信
関
連
産
業
の
振
興

（
三
）
農
林
水
産
業
の
振
興

（
四
）
製
造
業
の
活
性
化
、
金
融
業
等
の

　
　�

集
積
促
進
と
新
規
事
業
の
創
出
等

45

678

9

1�沖縄振興計画推進･評価調査費

2�沖縄における産業･科学技術振興関係経費

3�沖縄離島（美ら島）活性化特別事業費

5�沖縄米軍基地所在市町村活性化特別事業費

6�沖縄北部特別振興対策事業費

7�沖縄特別振興対策調整費等

8�その他

�

1�沖縄振興開発事業費

　㈰公共事業関係費

　㈪沖縄教育･文化振興事業費

　㈫沖縄新大学院大学施設整備費

　㈬沖縄保健衛生等対策諸費

　㈭�沖縄農業振興費

2�戦後処理経費

3�沖縄体験滞在交流促進事業等関係経費

4�沖縄振興開発金融公庫補給金等経費

35,288

100

8,587

776

9,139

5,000

5,000

6,370

305,641

298,767

280,107

11,646

2,519

1,467

3,028

587

647

5,640

28,479

100

3,849

0

8,073

5,000

5,000

6,172

265,002

258,562

241,354

12,381

505

1,294

3,028

601

598

5,240

6,809

0

4,738

776

1,066

0

0

198

40,640

40,205

38,753

△735

2,014

173

0

△14

48

400

123.9

100.0

223.1

皆増

113.2

100.0

100.0

103.2

115.3

115.5

116.1

94.1

498.8

113.4

100.0

97.7

108.1

107.6

事　　項
平成17年度
概算要求・
要　望　額

前年度

予算額

対前年度比

増△減額 比　率

4 普天間飛行場等駐留軍用
   地跡地利用推進関係経費 315 285 

 
30 110.5 

340,929 293,480 47,449 116.2計

　

�

沖
縄
の
優
位
性
や
地
域
特
性
を
生
か
し
た
産
業

振
興
に
よ
る
自
立
型
経
済
の
構
築
に
向
け
た
取
組

を
支
援
し
ま
す
。

�

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
通
年
・
滞
在
型
の
質

の
高
い
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成
に
向
け
、
沖
縄

県
観
光
振
興
計
画
に
沿
っ
た
施
策
の
推
進
を
支
援

し
ま
す
。

�

国
際
的
な
質
の
高
い
リ
ゾ
ー
ト
地
を
目
指
し
て
、

観
光
振
興
地
域
等
の
整
備
を
一
層
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
観
光
人
材
の
育
成
等
の
施
策
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

�

ま
た
、
沖
縄
の
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
文
化
等
を
生

か
し
て
、
世
界
遺
産
の
周
辺
整
備
や
体
験
滞
在
交

流
の
促
進
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
の
推
進
等
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
施
策
を
継
続
し
て

実
施
す
る
ほ
か
、
沖
縄
の
景
観
に
十
分
配
慮
し
た

社
会
資
本
整
備
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

�

沖
縄
型
特
定
免
税
店
の
空
港
外
展
開
や
世
界
的

規
模
を
誇
る
国
営
沖
縄
記
念
公
園
海
洋
博
覧
会
地

区
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
、
世
界
遺
産
を
有
す
る
首

里
城
地
区
に
つ
い
て
は
、
観
光
拠
点
と
し
て
の
活

用
を
図
り
ま
す
。

�

沖
縄
の
新
た
な
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し
て
期

待
さ
れ
る
情
報
通
信
関
連
産
業
の
一
層
の
発
展
に

向
け
、
沖
縄
県
情
報
通
信
産
業
振
興
計
画
に
沿
っ

た
施
策
の
推
進
を
支
援
し
ま
す
。

�

情
報
通
信
産
業
振
興
地
域
制
度
や
情
報
通
信
産

業
特
別
地
区
制
度
等
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ

Ｔ
分
野
に
お
け
る
新
事
業
創
出
体
制
の
強
化
を
図

り
、
新
た
な
企
業
の
立
地
・
集
積
を
促
進
し
ま
す
。

�

ま
た
、
電
子
商
取
引
の
普
及
促
進
の
た
め
、
戦
略

的
な
電
子
商
取
引
の
先
進
事
例
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
支
援
す
る
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
高
度
な
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
に
引
き
続
き

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
離
島
に
お
け

る
情
報
格
差
の
是
正
等
を
図
り
ま
す
。

　

�

亜
熱
帯
性
気
候
等
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
活

力
あ
る
農
林
水
産
業
の
振
興
に
向
け
て
、
沖
縄
県

農
林
水
産
業
振
興
計
画
に
沿
っ
た
施
策
の
推
進
を

支
援
し
ま
す
。

�

特
に
亜
熱
帯
・
島
し
ょ
性
の
地
域
特
性
に
適
合
す

る
農
林
水
産
業
の
生
産
基
盤
の
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
基
幹
作
目
で
あ
る
さ
と
う
き
び
に
係

る
糖
業
の
振
興
と
ウ
リ
ミ
バ
エ
等
の
特
殊
病
害
虫

の
対
策
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

�

ま
た
、
沖
縄
農
業
の
就
農
支
援
方
策
を
検
討
す
る

た
め
の
調
査
、
沖
縄
海
域
に
最
適
な
海
草
・
海
藻
の

造
成
手
法
を
開
発
す
る
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

�

さ
ら
に
、
赤
土
発
生
源
対
策
な
ど
環
境
と
調
和
し

た
持
続
型
農
林
水
産
業
を
振
興
す
る
と
と
も
に
、

沖
縄
の
天
敵
昆
虫
を
生
物
農
薬
と
し
て
実
用
化
す

る
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

�

特
別
自
由
貿
易
地
域
へ
の
更
な
る
企
業
立
地
、
集

積
へ
向
け
た
対
応
策
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

�

ま
た
、
金
融
業
務
特
別
地
区
制
度
等
も
活
用
し
、

名
護
市
へ
の
金
融
業
等
の
集
積
を
支
援
し
ま
す
。

�

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｔ
・
バ
イ
オ
等
の
分
野
に
お
け
る
研

究
開
発
力
の
向
上
や
そ
の
成
果
を
活
用
し
た
新
規

産
業
の
創
出
、
地
場
産
業
の
振
興
等
を
図
る
た
め
、

沖
縄
産
学
官
共
同
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

特
に
発
展
可
能
性
の
高
い
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
研
究
開
発
事
業
に
対
し
て
さ
ら
な
る
支
援
を
行

い
ま
す
。
健
康
食
品
産
業
の
競
争
力
向
上
に
向
け

て
、
引
き
続
き
総
合
的
な
品
質
向
上
策
を
実
施
し

ま
す
。

�

産
業
基
盤
の
整
備
、
中
小
企
業
支
援
、
新
規
事
業

の
創
出
等
の
た
め
、
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の

融
資
・
出
資
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た

に
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

に
取
り
組
み
ま
す
。

�

雇
用
の
促
進
や
職
業
能
力
の
開
発
等
に
向
け
て
、

沖
縄
県
職
業
安
定
計
画
に
沿
っ
た
施
策
の
推
進
を

支
援
し
ま
す
。

�

情
報
通
信
関
連
産
業
等
の
重
点
産
業
分
野
に
お

い
て
、
雇
用
の
創
出
と
人
材
育
成
を
一
体
的
に
行

う
戦
略
産
業
人
材
育
成
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

�

ま
た
、若
年
者
の
高
失
業
率
の
改
善
を
図
る
た
め
、

人
材
育
成
か
ら
就
職
ま
で
一
貫
し
て
支
援
を
行
う

沖
縄
県
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
事
業
を
推

進
す
る
ほ
か
、
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
る
地
域
産

業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

�

農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
就
農
を
促
進
し
就
業
機

会
の
創
出
を
図
る
た
め
、
就
農
支
援
方
策
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

�

世
界
に
開
か
れ
た
最
高
水
準
の
教
育
・
研
究
を
行

う
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
仮
称
）
設
立
構
想

の
着
実
な
推
進
の
た
め
、
整
備
法
人
を
設
立
し
、
研

究
事
業
、
施
設
整
備
の
推
進
等
、
構
想
の
実
現
に
向

け
た
取
組
を
行
い
ま
す
。
併
せ
て
、
平
成
十
六
年
度

に
引
き
続
き
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま

す
。

�

ま
た
、
沖
縄
産
学
官
共
同
研
究
の
推
進
の
ほ
か
、

国
内
外
の
大
学
や
研
究
所
へ
の
派
遣
に
よ
る
研
究

者
・
専
門
家
育
成
に
対
す
る
支
援
、
亜
熱
帯
特
性
を

活
用
し
た
科
学
技
術
研
究
の
推
進
、
発
展
可
能
性

の
高
い
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究
開
発
事
業

に
対
す
る
支
援
な
ど
に
よ
り
、
科
学
技
術
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

�

国
際
交
流
拠
点
を
支
え
る
基
盤
整
備
の
観
点
か

ら
、
那
覇
空
港
の
整
備
を
は
じ
め
、
那
覇
港
等
の
整

備
を
進
め
ま
す
。
引
き
続
き
国
際
会
議
等
の
沖
縄

開
催
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
際
交

流
拠
点
形
成
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
国
連
機
関

の
誘
致
等
に
係
る
検
討
を
進
め
ま
す
。

�

沖
縄
の
貴
重
な
美
し
い
自
然
環
境
を
保
全
す
る

た
め
、
赤
土
等
の
流
出
防
止
、
環
境
に
配
慮
し
た
公

共
事
業
の
実
施
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
緑
化
に

よ
る
潤
い
の
あ
る
空
間
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

�

さ
ら
に
、
快
適
で
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
空
間

の
創
出
を
図
る
た
め
、
上
水
道
、
下
水
道
、
公
園
・
緑

地
、
住
宅
等
の
生
活
環
境
基
盤
を
整
備
し
ま
す
。

�

高
度
情
報
通
信
社
会
の
実
現
に
向
け
、
道
路
に
お

け
る
民
間
事
業
者
も
利
用
可
能
な
電
線
類
の
地
下

収
容
空
間
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
産
業
の

高
度
化
や
技
術
革
新
等
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成

を
図
る
た
め
、
学
校
教
育
の
情
報
化
を
促
進
し
ま

す
。

�

県
民
一
人
一
人
が
健
康
で
安
心
し
て
生
活
を
送

れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、
保
健
医
療
施
設
の
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
保
健
衛
生
施
策
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。
特
に
、
県
民
の
多
様
な
医
療
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
、
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

図
る
た
め
、
高
度･

多
機
能
病
院(

仮
称)

の
整
備
を

進
め
ま
す
。

�

ま
た
、
沖
縄
の
特
殊
事
情
に
伴
う
特
別
対
策
と
し

て
、
不
発
弾
等
対
策
事
業
や
対
馬
丸
関
連
事
業
等

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

�

人
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
初
等
中
等
教
育
の
充

実
を
図
る
た
め
、
老
朽
校
舎
の
改
築
や
学
校
教
育

の
情
報
化
等
を
促
進
し
ま
す
。

�

さ
ら
に
、
沖
縄
に
お
け
る
今
後
の
産
業
振
興
の
方

向
性
を
踏
ま
え
、観
光
リ
ゾ
ー
ト
産
業
、情
報
産
業
、

金
融
業
、
地
方
行
政
を
担
う
人
材
の
育
成
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

�

広
大
な
海
域
に
多
く
の
離
島
が
散
在
す
る
沖
縄

に
と
っ
て
県
民
生
活
の
安
定
や
産
業
の
振
興
を
図

る
上
で
重
要
な
空
港
、
港
湾
、
道
路
等
の
交
通
体
系

の
整
備
を
は
じ
め
、河
川
の
整
備
、水
資
源
の
開
発
、

生
活
環
境
基
盤
の
整
備
な
ど
各
種
の
基
盤
整
備
を

沖
縄
の
景
観
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
戦
略
的
、
重
点

的
に
進
め
、
活
力
あ
る
地
域
と
し
て
の
持
続
的
発

展
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

�

道
路
交
通
の
円
滑
化
や
安
全
性
の
確
保
を
図
る

た
め
、
交
通
基
盤
整
備
、
交
差
点
改
良
、
公
共
交
通

の
有
効
活
用
策
の
実
施
等
、
総
合
的
な
取
組
を
行

う
ほ
か
、
防
災
対
策
と
し
て
も
有
効
な
電
線
類
の

地
下
収
容
空
間
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

�

沖
縄
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
持
つ
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、
均
衡
の
と

れ
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

�

こ
の
た
め
、
沖
縄
振
興
計
画
の
圏
域
別
計
画
に
基

づ
き
、
均
衡
あ
る
地
域
の
発
展
に
留
意
し
つ
つ
、
各

般
の
施
策
の
具
体
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

産
業
振
興
等
を
図
る
べ
く
沖
縄
振
興
の
た
め
の
特

別
の
予
算
措
置
を
継
続
し
ま
す
。

�

特
に
、
離
島
の
活
性
化
は
、
沖
縄
の
振
興
に
と
っ

て
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
島
の

歴
史
や
特
色
を
活
か
し
た
「
一
島
一
物
語
」
と
い
っ

た
考
え
方
の
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
の
持
つ
魅

力
が
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
な
取
組
等
を
促
進

す
る
ほ
か
、
離
島
・
過
疎
地
域
に
お
け
る
港
湾
、
空

港
、
離
島
架
橋
、
下
水
道
等
の
整
備
を
は
じ
め
、
生

産
基
盤
の
整
備
、
保
健
医
療
の
確
保
と
福
祉
の
向

上
、
教
育
の
充
実
、
生
活
環
境
基
盤
の
整
備
等
を
進

め
ま
す
。

　
沖
縄
に
お
け
る
米
軍
施
設･

区
域
の
整
理･

統
合･

縮
小
に
つ
い
て
、

｢

沖
縄
に
関
す
る
特
別
行
動
委
員

会(

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ)

｣

最
終
報
告
の
着
実
な
実
施
を
図

り
ま
す
。
特
に
、「
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
に
係
る

政
府
方
針
」(

平
成
十
一
年
十
二
月
閣
議
決
定)

に

従
い
、
普
天
間
飛
行
場
の
早
期
移
設
・
返
還
の
実
現

に
向
け
、
沖
縄
県
及
び
地
元
地
方
公
共
団
体
と
十

分
な
協
議
を
行
い
つ
つ
、

｢

普
天
間
飛
行
場
代
替
施

設
の
基
本
計
画
」(

平
成
十
四
年
七
月)

の
着
実
な

実
施
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
沖
縄
県
及
び
地
元

地
方
公
共
団
体
と
の
間
の
各
種
協
議
会
等
を
中
心

に
、
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
に
伴
う
移
設
先
及
び

周
辺
地
域
の
振
興
、
沖
縄
県
北
部
地
域
の
振
興
並

び
に
駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用
の
促
進
及
び
円
滑
化

等
を
図
り
ま
す
。

�

駐
留
軍
用
地
跡
地
の
利
用
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

国
、
県
及
び
関
係
市
町
村
の
密
接
な
連
携
の
下
、
大

規
模
跡
地
及
び
そ
の
他
の
整
備
予
定
跡
地
に
つ
い

て
、
跡
地
利
用
計
画
の
策
定
及
び
そ
の
具
体
化
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

�

米
軍
基
地
所
在
市
町
村
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

沖
縄
米
軍
基
地
所
在
市
町
村
活
性
化
特
別
事
業
を

引
き
続
き
鋭
意
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
平
成
十
七
年
度
内
閣
府
沖
縄
関
係
予
算
の
概
算
要
求
・
要
望
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。�

　
平
成
十
七
年
度
は
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
四
月
施
行
）
に
基
づ
い
て
策
定
さ

れ
た
沖
縄
振
興
計
画
（
同
年
七
月
決
定
）
の
四
年
目
に
当
た
る
と
と
も
に
、
同
法
に
定
め
る
四
つ

の
分
野
別
計
画
（
観
光
振
興
計
画
、
情
報
通
信
産
業
振
興
計
画
、
農
林
水
産
業
振
興
計
画
、
職
業

安
定
計
画
）
の
第
二
次
計
画
初
年
度
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
自
立
型
経
済
の
構
築
、
離
島
の
活
性

化
等
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
効
果
的
な
施
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
、
産
業
・
科
学
技
術
振
興

に
関
す
る
施
策
を
は
じ
め
、「
一
島
一
物
語
」
と
の
考
え
方
の
も
と
、
島
の
魅
力
が
最
大
限
活
き

る
よ
う
な
施
策
・
事
業
等
を
、
以
下
の
と
お
り
重
点
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
七
年
度
予
算
概
算
要
求
・
要
望
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

離
島
・
過
疎
地
域
の
活
性
化

な
ど
均
衡
の
と
れ
た
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り

健
康
福
祉
社
会
の
実
現
と

安
全
・
安
心
な
生
活
の
確
保

普
天
間
飛
行
場
の
移
設
・
返

還
等
に
係
る
取
組

自
立
型
経
済
の
構
築
に
向

け
た
産
業
の
振
興



経
済
産
業
部

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

平
成
十
七
年
一
月
本
格
施
行
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

ク
ル
マ
は
、
国
内
で
年
間
四
百
万

台
が
廃
車
さ
れ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ

を
減
ら
し
、
資
源
を
無
駄
遣
い
し

な
い
循
環
型
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
ク
ル
マ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
関
連
事

業
者
、
ク
ル
マ
の
所
有
者
の
役
割

を
決
め
た
「
使
用
済
自
動
車
の
再

資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
法
）
」
が
平
成
十
七

年
一
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

〜
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
て
〜

こ
れ
ま
で
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
の
イ
ン
フ

ラ
を
担
っ
て
き
た
現
在
の
関
連
事
業
者
の

役
割
分
担
を
前
提
と
し
つ
つ
、
従
来
の
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
機
能
不
全
と
な
る

主
要
因
で
あ
る
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
及

び
新
た
な
環
境
課
題
で
あ
る
フ
ロ
ン
類
、

エ
ア
バ
ッ
ク
類
へ
の
対
応
を
行
う
。

市
場
原
理
に
基
づ
い
た
使
用
済
自
動
車

の
リ
サ
イ
ク
ル
・
適
正
処
理
の
持
続
的

な
取
組
み
の
環
境
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
自
動
車
製
造
業
者
等
に
お
け
る
適

正
な
競
争
原
理
が
働
く
仕
組
み
と
す
る
。

使
用
済
自
動
車
か
ら
生
じ
る
最
終
埋
立
処

分
量
の
極
小
化
を
図
る
。

自
動
車
製
造
業
者
等
に
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

ダ
ス
ト
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
義
務

不
法
投
棄
の
防
止
に
資
す
る
仕
組
み
と
す
る
。

●
関
連
事
業
者
は
都
道
府
県
等
の
登
録
・

　
許
可
制

●
使
用
済
自
動
車
の
引
取
り
・
引
渡
し
義
務

●
電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
移
動
報
告
）
制

　
度
の
導
入

●
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
等
の
新
車
時
（
車
検

　
時
）
預
託

●
自
動
車
重
量
税
還
付
制
度
の
導
入
等

既
存
制
度
と
の
円
滑
な
接
合
を
図
る
。

●
廃
棄
物
処
理
法

●
フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法

               

　 

   

　
年
間
約
四
百
万
台
排
出
さ
れ
る
使
用
済

自
動
車
は
、
有
用
金
属
・
部
品
を
含
み
資

源
と
し
て
価
値
が
高
い
も
の
で
あ
る
た
め
、

従
来
は
解
体
業
者
や
破
砕
業
者
に
お
い
て

売
買
を
通
じ
て
流
通
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
・

処
理
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
他
方
、
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
逼

迫
に
よ
り
、
使
用
済
自
動
車
か
ら
生
じ
る

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
（
車
の
解
体
・
破

砕
後
に
残
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
く
ず
な
ど
）

を
低
減
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
最
終
処
分
費
用
の
高
騰
、
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
価
格
の
低
下
・
不
安
定
な
変
動

に
よ
っ
て
使
用
済
自
動
車
の
逆
有
償
化
（
処

理
費
を
払
っ
て
引
き
渡
す
状
況
）
が
進
展

し
て
お
り
、
近
年
、
従
来
の
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
は
機
能
不
全
に
陥
り
つ
つ
あ
っ

て
、
不
法
投
棄
・
不
適
正
処
理
の
懸
念
も

生
じ
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。 

　
こ
の
た
め
、
自
動
車
製
造
業
者
を
中
心

と
し
た
関
係
者
に
適
切
な
役
割
分
担
を
義

務
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
使
用
済
自
動
車
の

リ
サ
イ
ク
ル
・
適
正
処
理
を
図
る
た
め
、

新
た
な
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
を
構
築
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。 

施
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆
平
成
十
四
年
七
月

◆
平
成
十
五
年
六
月

◆
平
成
十
五
年
八
月

◆
平
成
十
六
年
七
月
一
日

◆
平
成
十
七
年
一
月
一
日

平
成
十
七
年
二
月
一
日

対
象
自
動
車

関
係
者
の
主
な
役
割

　
次
表
に
掲
げ
る
「
対
象
外
と
な
る
自
動
車
」

を
除
く
す
べ
て
の
車
種
の
四
輪
自
動
車
（
ト

ラ
ッ
ク
・
バ
ス
な
ど
の
大
型
車
、
商
用
車
、
特

殊
自
動
車
（
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
な
ど
）
、
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
付
い
て
い
な
い
構
内
車

も
含
む
）
が
対
象
で
す
。

�

フ
ロ
ン
類
、
エ
ア
バ
ッ
ク
類
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ

ー
ダ
ス
ト
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
必
要
な
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
を
負
担
し
ま
す
（
リ
サ
イ
ク

ル
券
の
預
託
証
を
受
け
取
る
）
。

最
終
所
有
者
は
、
都
道
府
県
知
事
等
に
登

録
さ
れ
た
引
取
業
者
に
使
用
済
自
動
車
を

引
渡
し
ま
す
（
リ
サ
イ
ク
ル
券
の
引
取
証

を
受
け
取
る
）
。

自
動
車
重
量
税
の
還
付
請
求
・
受
け
取
り

を
し
ま
す
。

背
景
と
目
的 

12

34

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル 

法
の
概
要 

1

1234
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
仕
組
み

1

123 2

3

適正な処理をせずに放置された自動車が、有害性

のある鉛や廃油・廃液等を垂れ流し、環境を汚染

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
使
用
済
自
動
車
の

再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
）
成
立
。

資
金
管
理
法
人
、
情
報
管
理
セ
ン
タ
ー
、
指

定
再
資
源
化
機
構
の
三
機
能
に
つ
い
て
、（
財
）

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー
を
指
定
。

政
省
令
の
大
部
分
を
策
定
。

法
律
第
二
段
階
施
行
（
許
可
の
開
始
）

※
三
ヶ
月
以
内
に
解
体
業
・
破
砕
業
の
許
可

　
申
請
（
廃
棄
物
処
理
法
の
業
の
許
可
を
　

受
け
て
い
る
場
合
は
届
出
）
が
必
要
。

本
格
施
行
（
行
為
義
務
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

等
の
預
託
義
務
等
が
発
生
）
等
。

自
動
車
所
有
者

ク
ル
マ
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
、

み
ん
な
で
支
え
ま
し
ょ
う
！

未来のために
環境のために

1

被
け
ん
引
車
。

二
輪
車
（
原
動
機
付
自
転
車
、
側
車
付
き

の
も
の
を
含
む
）
。

大
型
特
殊
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
。

そ
の
他
政
省
令
で
定
め
る
も
の
（
農
業
機

械
、
林
業
機
械
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
、
自

衛
隊
の
装
甲
車
、
ホ
イ
ー
ル
式
高
所
作
業

車
、
無
人
搬
送
車
、
公
道
を
走
ら
な
い
自

動
車
製
造
業
者
等
の
試
験
・
研
究
用
途
車
、

公
道
を
走
ら
な
い
レ
ー
ス
用
自
動
車
）
。

対
象
外
と
な
る
自
動
車

国
土
交
通
省
等
に
お
け
る
登
録
・
車
検

時
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
等
の
預
託
確
認

業
務
開
始
。



経
済
産
業
部

自動車リサイクル法が必要な理由

離
島
対
策
（
余
剰
金
の
使
途
）

自
動
車
重
量
税
の
還
付
制
度

抹
消
登
録
制
度
等
の

改
正
に
つ
い
て

二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル

自
主
取
組
に
つ
い
て

　
自
動
車
製
造
業
者
、
輸
入
業
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
動
車
製
造
業
者
等
）

　
引
取
業
者

　
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
　

（
使
用
済
自
動
車
か
ら
フ
ロ
ン
類
を
回
収
す
る
）

【
自
動
車
再
資
源
化
協
力
機
構
】
フ
ロ
ン
類
・
エ

ア
バ
ッ
ク
類
の
共
通
引
取
及
び
諸
契
約
や
料
金

の
支
払
い
等
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
・
解
体
業
者

へ
の
窓
口
と
し
て
機
能
。
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス

ト
は
、
自
動
車
製
造
業
者
等
が
二
つ
の
チ
ー
ム

を
構
成
し
、
引
取
り
及
び
再
資
源
化
を
実
施
。

　
解
体
業
者

（
使
用
済
自
動
車
か
ら
の
部
品
取
り
を
含
め
、

解
体
を
行
う
）

56

23

リサイクル料金って、いくらかかるの？

クルマのメーカー、車種によって、１台ごとに違います。シュレッダーダストの発生見込量やフロン類・エアバック類の
装備状況などによって決まるんです。具体的な金額は、自動車メーカー・輸入業者各社が公表しますので、各社のホーム
ページなどでご確認ください。

※【シュレッダーダスト】クルマの解体・破砕後に残るプラスチックくずなど。

※【フロン】カーエアコンの冷媒。オゾン層破壊・地球温暖化の要因となるので適正処理が必要。

※【エアバック】安全な処理には専門的な技術とコストが必要。

リサイクル料金はいつ払えばいいの？
来年（平成17年）１月以降に新車を購入する時にお
支払いください。今お乗りのクルマは来年（平成17年）
１月以降の最初の車検時までに、車検を受けずに廃
車する場合は廃車時に、お支払いをお願いします。

私たちが支払ったリサイクル料金って結局何に使われるの？

クルマのリサイクルの障害になっているシュレッダーダスト、フロン類、エアバック類のリサイクルと適正処理のため
に使われます。また料金の一部は、リサイクル料金の管理や、廃車処理の情報管理にも使われます。

クルマを廃車にする時に何か気をつけなければいけないことはあるの？
クルマを廃車にする時は、都道府県等の登録を受けた引取業者に渡してください。この時に車検が残っている場合は残
存期間に応じて自動車重量税が還付されます。

新　車

今お乗りの
クルマ

車検前に廃車
となる場合

購入時

車検時
までに

廃車時

新車ディーラー

運輸支局等内、または近隣の団体
（整備事業者など）

自治体に登録した
引取業者 資金管理法人

（財）自動車リサイクル●●センター

※来年２月１日から、クルマの登録・車検の際に国に　

　よる支払いの確認がなされます。リサイクル料金が　

　支払われないと、クルマの登録・車検が受けられません。

※リサイクル料金は国の指定を受けた資金管理法人である（財）自動車リサイクル促進センターが安全・確実に管理します。

※車検時や廃車時にはリサイクル料金とは別に手数料や費用がかかる場合があります。

※
（
自
動
車
の
最
終
所
有
者
か
ら
使
用
済
自

動
車
を
引
き
取
る
）

121

123123

45678123

4

1212

56

4567

3 245 2

45

　
破
砕
業
者

（
廃
車
ガ
ラ
の
プ
レ
ス
・
せ
ん
断
・
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
処
理
を
行
う
）

6

3

  

自
ら
が
製
造
又
は
輸
入
し
た
自
動
車
が
使
用

済
み
と
な
っ
た
場
合
、
そ
の
自
動
車
か
ら
発

生
す
る
フ
ロ
ン
類
、
エ
ア
バ
ッ
ク
類
及
び
シ

ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
を
引
取
り
リ
サ
イ
ク
ル

（
フ
ロ
ン
類
に
つ
い
て
は
破
壊
）
を
適
正
に
行

う
義
務
が
あ
り
ま
す
。

自
動
車
の
設
計
・
部
品
又
は
原
材
料
の
種
類

の
工
夫
を
通
じ
た
自
動
車
の
長
期
使
用
の
促

進
と
再
資
源
化
を
容
易
に
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
要
す
る
費
用
の
低
減
を
図
り
ま
す
。 

   

都
道
府
県
知
事
等
の
登
録
が
必
要
で
す
。

（
五
年
毎
の
更
新
制
）

「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
（
（
財
）
自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー
）
」
へ
の
登
録

が
必
要
で
す
。

自
動
車
所
有
者
か
ら
使
用
済
自
動
車
を
引
取

り
、
フ
ロ
ン
回
収
業
者
又
は
解
体
業
者
に
引

き
渡
す
義
務
が
あ
り
ま
す
。（
使
用
済
自
動
車

を
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
に
乗
せ
る
役
割
を
果

た
し
ま
す
）

引
取
り
の
際
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
預
託

確
認
が
必
要
で
す
。（
所
有
者
に
引
取
り
の
書

面
の
交
付
）

電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
移
動
報
告
）
で
、
引
取
・

引
渡
し
報
告
が
必
要
で
す
。 

       

 

 

都
道
府
県
知
事
等
の
登
録
が
必
要
で
す
。（
五

年
毎
の
更
新
制
）

「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
（(

財)

自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー
）
」
へ
の
登
録

が
必
要
で
す
。

引
取
業
者
か
ら
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、

使
用
済
自
動
車
を
引
き
取
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
フ
ロ
ン
類
を
回
収
基
準
に
従
っ
て
回
収
し
て

自
動
車
製
造
業
者
等
（
自
動
車
再
資
源
化
協

力
機
構
）
へ
引
き
渡
す
義
務
が
あ
り
ま
す
。

自
動
車
製
造
業
者
等
（
自
動
車
再
資
源
化
協

力
機
構
）
へ
フ
ロ
ン
類
の
回
収
費
用
を
請
求

で
き
ま
す
。

フ
ロ
ン
類
を
回
収
し
た
使
用
済
み
自
動
車
を

解
体
業
者
へ
引
き
渡
す
義
務
が
あ
り
ま
す
。

電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
移
動
報
告
）
で
、
引
取
・

引
渡
し
報
告
が
必
要
で
す
。 

          

都
道
府
県
知
事
等
の
許
可
が
必
要
で
す
。（
五

年
毎
の
更
新
制
）

「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
（(

財)

自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー
）
」
へ
の
登
録

が
必
要
で
す
。

引
取
業
者
又
は
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
か
ら
、

正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
使
用
済
自
動
車

を
引
き
取
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

「
再
資
源
化
基
準
」
に
従
い
適
切
な
解
体
を
実

施
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

バ
ッ
テ
リ
ー
・
タ
イ
ヤ
・
廃
油
廃
液
・
蛍
光
灯

（
バ
ス
な
ど
の
室
内
用
）
を
回
収
し
、
技
術
的
・

経
済
的
に
可
能
な
範
囲
で
自
ら
又
は
適
正
な

業
者
に
委
託
し
て
再
資
源
化
（
不
可
能
な
場

合
に
は
、廃
棄
物
と
し
て
適
正
処
理
す
る
こ
と
）

有
用
な
部
品
や
材
料
等
を
技
術
的
・
経
済
的

に
可
能
な
範
囲
で
回
収
す
る
こ
と
等

す
べ
て
の
未
動
作
エ
ア
バ
ッ
ク
類
の
取
外
回

収
又
は
車
上
作
動
処
理
を
実
施
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

取
外
回
収
／
イ
ン
フ
レ
ー
タ
（
ガ
ス
発
生
器
）

等
を
取
外
回
収
後
、
自
動
車
製
造
業
者
等
の

指
定
す
る
指
定
取
引
場
所
に
引
き
渡
す
。

車
上
作
動
処
理
／
自
動
車
製
造
業
者
等
か
ら

委
託
を
受
け
て
車
上
作
動
処
理

自
動
車
製
造
業
者
等
（
自
動
車
再
資
源
化
協

力
機
構
）
へ
エ
ア
バ
ッ
ク
類
の
回
収
費
用
を

請
求
で
き
ま
す
。

解
体
自
動
車（
廃
車
ガ
ラ
）を
他
の
解
体
業
者
、

破
砕
業
者
、
廃
車
ガ
ラ
輸
出
業
者
へ
引
き
渡

す
義
務
が
あ
り
ま
す
。

電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
移
動
報
告
）
で
、
取
引
・

引
渡
し
報
告
が
必
要
で
す
。

都
道
府
県
知
事
等
の
許
可
が
必
要
で
す
。（
５

年
毎
の
更
新
制
）

「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
（(

財)

自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー
）
」
へ
の
登
録

が
必
要
で
す
。

解
体
業
者
又
は
破
砕
前
処
理
の
み
を
行
う
破

砕
業
者
か
ら
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
解

体
自
動
車
（
廃
車
ガ
ラ
）
を
引
き
取
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。 

「
再
資
源
化
基
準
」
に
従
い
適
切
な
破
砕
又
は

破
砕
前
処
理
を
実
施
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。 

破
砕
処
理
工
程
／
鉄
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
等
を

技
術
的
・
経
済
的
に
可
能
な
範
囲
で
分
別
回

収
す
る
こ
と
。

破
砕
前
処
理
工
程
／
解
体
自
動
車（
廃
車
ガ
ラ
）

に
異
物
を
混
入
し
な
い
こ
と
。 

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
を
自
動
車
製
造
業
者

等
に
指
定
引
取
場
所
に
お
い
て
引
取
基
準
に

従
っ
て
引
き
渡
す
義
務
が
あ
り
ま
す
。

電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
移
動
報
告
）
で
、
引
取
・

引
渡
し
報
告
が
必
要
で
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
う
ち
、
輸
出
中
古
車
に
つ

き
返
還
請
求
が
な
い
場
合
、
廃
車
ガ
ラ
輸
出
に
よ

り
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
の
処
理
が
不
要
と
な

っ
た
場
合
等
に
余
剰
金
の
発
生
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
こ
の
余
剰
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
不
法
投

棄
対
策
、
離
島
対
策
及
び
自
動
車
所
有
者
の
負
担

の
軽
減
に
活
用
す
べ
く
法
律
で
限
定
し
て
い
ま

す
。
　
　
　

　
離
島
対
策
と
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
離
島

地
域
の
市
町
村
（
島
外
へ
の
使
用
済
自
動
車
の
共

同
搬
出
な
ど
の
措
置
を
講
じ
る
場
合
）
に
対
し
て

の
資
金
協
力
を
行
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
、
自

動
車
所
有
者
等
が
使
用
済
自
動
車
を
引
取
業
者

に
確
実
に
引
渡
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
自
動
車
重

量
税
の
還
付
制
度
も
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
は
自
動
車
重
量
税
の
還
付
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
導
入
後
は
適
切
に
解
体
処
理
さ
れ
永
久
抹

消
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
運
輸
支
局
等

を
経
由
し
て
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
車
検
の
残

存
期
間
の
月
単
位
に
応
じ
た
自
動
車
重
量
税
が

税
務
署
を
通
じ
て
還
付
さ
れ
ま
す
。（
輸
出
抹
消

で
は
還
付
さ
れ
な
い
点
に
留
意
く
だ
さ
い
）

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
本
格
施
行
と
同
時

に
、
改
正
さ
れ
た
道
路
運
送
車
両
法
の
抹
消

登
録
関
係
の
手
続
き
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

具
体
的
な
改
正
内
容
と
し
て
、
永
久
抹
消
登

録
制
度
と
一
時
抹
消
登
録
制
度
（
軽
自
動
車

に
つ
い
て
は
自
動
車
検
査
証
の
返
納
）
の
双

方
を
引
き
続
き
残
し
つ
つ
、
一
時
抹
消
登
録

後
に
解
体
が
さ
れ
た
時
（
自
動
車
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
情
報
で
解
体
が

確
認
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
）
と
、
中
古
車
輸
出

（
一
時
抹
消
登
録
を
行
わ
ず
に
そ
の
ま
ま
輸

出
す
る
場
合
も
含
む
）
を
行
う
時
に
は
、
そ
の

旨
の
届
出
等
を
運
輸
支
局
等
に
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

業
界
の
自
主
取
組
み
と
し
て
二
輪
車
の
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
十
六
年
十
月
一
日
よ
り

始
ま
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
負
担
は
、
新
車
に
つ
い

て
は
、
販
売
価
格
へ
上
乗
せ
し
た
上
で
、
車
体

に
「
二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
」
を
貼
る
こ

と
で
既
存
車
と
区
別
し
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ク
の
な
い
既
存
車
に
つ
い
て
は
、
廃
棄

時
に
取
扱
店
な
ど
に
備
え
付
け
の
「
二
輪
車

リ
サ
イ
ク
ル
管
理
票
」
を
使
っ
て
郵
便
振
替

で
支
払
い
ま
す
。

●●

※【引取業者】新車・中古車ディラー、整備業者等。（リサイクルルートに乗せる入口の役割）

※

※自動車を解体・破砕処理
　した後にのこるゴミ

※カーエアコンのフロン類
　エアバック類への対応

※大切な地球環境を守るために、クルマの所有者に果たしていただく必要な役割だということにご理解をお願いいたします。

【（
財
）自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー
】

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
指
定
法
人
で
、
次

の
業
務
を
実
施
。

資
金
管
理
業
務（
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
管
理
・

運
用
）
。

情
報
管
理
業
務
（
電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
管

理
）
。

再
資
源
化
等
業
務
（
離
島
問
題
、
不
法
投
棄

の
対
策
等
）
。
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1

2

3

沖
縄
に
お
け
る
道
路
行
政
の

達
成
度
報
告
書
／
業
績
計
画
書
に
つ
い
て

二
〇
〇
三
／
二
〇
〇
四

〜
道
路
行
政
の
透
明
性
・
効
率
性
の
向
上
に
向
け
て
〜

沖縄ブロック社会資本整備重点計画
H14道路懇談会提言計画期間

H15～H19 基本理念
「みんなで築く美ら島・うまんちゅの道づくり」

自立型経済の構

築と持続的発展

を支える基盤づ

安全・安心な生活

の確保と災害に強

い県土づくり

沖縄特有の豊か

な自然環境の保全・

創出

特性を活かした

安らぎと活力あ

る地域づくり

1

2

3

4

■従来の事業分野別（9分野）の5カ年計画を一つにまとめた

新たな公共事業計画（地方ブロック別に策定）

■国民が受ける便益について、成果目標（アウトカム目標）を

設定

社会資本整備重点計画とは…

■平成13年度から沖縄地方道

路懇談会を設置し、県民ニ

ーズをもとに学識者を中心

としたメンバーにより出さ

れた提言。

H14道路懇談会提言とは…

連携を強化し、交流を促進

する道づくり

都市部の交通渋滞を緩和

する道づくり

安心で安全な暮らしを実

現する道づくり

観光を支援し、環境を保全・

創造する道づくり

ゆとりある個性豊かな地

域を創出する道づくり

道路行政の転換

提案

1

提案

2

提案

3

提案

4

提案

5

提案

6

提案

7

連携・交流を支える幹
線ネットワークの形

都市部の交通渋滞の
緩和

貴重な自然環境との
調和

人に優しい安全で安
心な暮らしの創出

個性豊かな地域づく
りとの連携

県民参加と道路行政
の転換

観光への支援と沖縄
らしい景観の保全・創

　
平
成
十
五
年
度
よ
り
、
道
路
行

政
で
は
、
他
の
行
政
分
野
、
公
共

事
業
分
野
に
先
駆
け
て
、
成
果
主

義
の
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
沖
縄
総
合

事
務
局
と
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、

平
成
十
六
年
八
月
に
、
平
成
十
五

年
度
に
策
定
し
た
「
沖
縄
に
お
け

る
道
路
事
業
業
績
計
画
書
」
に
つ

い
て
、
そ
の
達
成
度
を
評
価
（
平

成
十
五
年
度
達
成
度
報
告
書
）
し
、

新
た
に
平
成
十
六
年
度
の
業
績
計

画
書
を
策
定
し
ま
し
た
。
平
成
十

六
年
度
は
、
達
成
度
を
評
価
し
、

次
の
行
政
運
営
に
活
か
す
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
・
サ
イ
ク
ル
が
一
巡
す

る
は
じ
め
て
の
年
度
で
す
（
図
一
）。

　
平
成
十
六
年
三
月
に
策
定
し
た
「
沖
縄

ブ
ロ
ッ
ク
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
」
（
以

下
「
重
点
計
画
」
と
言
う
）
は
、
四
つ
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
の
社
会

資
本
整
備
計
画
（
計
画
期
間
　
平
成
十
五

年
度
か
ら
平
成
十
九
年
度
）
を
策
定
し
て

い
ま
す
。
道
路
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四

年
度
の
沖
縄
地
方
道
路
懇
談
会
の
七
つ
の

提
言
を
受
け
て
、
重
点
計
画
の
四
つ
の
テ

ー
マ
に
対
し
て
五
つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ
と
「
道

路
行
政
の
転
換
」
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す

（
図
二
）
。

道
路
行
政
の
達
成
度

報
告
書
・
業
績
計
画

書
の
策
定

�

沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
と
の
関
連

自立型経済の構築と
持続的発展を支える基盤づくり

～連携を強化し、交流を促進する道づくり

日常生活の中心となる都市まで、30分以内で
安全かつ安定的に走行できる人の割合[%]

1日当たりの平均利用者数が5,000人以上の
旅客施設周辺等の主な道路のバリアフリー
化の割合[%]

無電柱化整備率※３（Ｈ16新規追加）[％]
（うち電柱が撤去され無電柱化された割合※４）

�全体計画�約83ｋｍに対する整備割合

道路渋滞による
損失時間
[百万人時間/年]

規格の高い道路を使う割合[%]

自立型経済の構築と
持続的発展を支える基盤づくり

～都市部の交通渋滞を緩和する道づくり～

安全・安心な生活の確保と
災害に強い県土づくり

～安全で安心な暮らしを実現する道づくり

特性を活かした安らぎと
活力ある地域づくり

～ゆとりある個性豊かな地域を創出する道づくり

沖縄特有の豊かな
自然環境の保全・創出

～観光を支援し、環境を保全・創造する道づくり

～道路行政の転換～

テーマ アウトカム指標[単位]
H14年度
実績値 目標値 実績値

H16年度
目標値

H19年度
目標値

H15年度

県道以上

ＥＴＣ利用率[%]

路上工事時間[時間/km・年]�

道路交通における死傷事故率[件/億台キロ]

事前通行規制実施に伴う孤立人口[人]

夜間騒音要請限度達成率[％]

利用者満足度[点]��（５点満点）

ホームページアクセス数[万アクセス/年]

ボランティア・サポート・プログラムの参加団体数[団体]

渋滞モニタリング区間※２

62.5

6

62

23.4

1.0

381

69.3

2,600

91

21

37（31）

2.7

5.2

17

62.8

6

61

23.2

5.0

365

67.9

2,100

92

30

－

2.7

25.6

毎年増加

62.8

7

－

22.0

1.6

333

72.9

2,600

92

27

42（31）

2.6

18.2

25

63.1

7

－

22.0

16.0

326

66.5

2,100

92

40

60

2.8

45.9

毎年増加

65.7

7

59

22.2

大幅増

305

62.4

1,900

94

76

77

3

107

毎年増加

平
成
十
五
年
度
成
果
と
平
成
十
六
年
度
目
標
値

�

平
成
十
五
年
度
は
、
五
つ
の
サ
ブ
テ
ー

マ
と
「
道
路
行
政
の
転
換
」
に
対
し
て
、

十
二
の
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
※
１

を
設
定
し
ま

し
た
。
平
成
十
六
年
度
は
、
十
二
の
ア
ウ

ト
カ
ム
指
標
を
継
続
し
、
さ
ら
に
、
県
民

の
ニ
ー
ズ
が
高
い
「
無
電
柱
化
」
に
関
す

る
指
標
を
追
加
し
て
合
計
十
三
の
ア
ウ
ト

カ
ム
指
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
各
ア
ウ

ト
カ
ム
指
標
の
実
績
値
と
目
標
値
は
表
一

に
示
す
と
お
り
で
す
。

※１� �アウトカム指標とは、施策・事業を実施

するにあたり、発生した効果・成果（アウトカム）

を表す指標をいいます。例えば、「交通安全の推

進」という施策を構成する「中央分離帯の整備」

という事業があるとすれば、年度内に目標中央

分離帯延長を整備するというのがアウトプッ

トであり、その効果・成果として交通事故件数

が減少したということがアウトカムになります。

この場合、「交通安全の推進」という施策のアウ

トカム指標は、「交通事故の減少」となります。

※２� �渋滞損失を算定するために毎年度継続

して調査している区間（平成１５年度は、那覇

都市圏の国道を主体に約１０６ｋｍ（県道以上

の延長の約８％にあたる）を設定）

※３� �無電柱化計画において無電柱化の対象

として位置づけられている県道以上の路線の

うち、当該年度までに電線類地中化のための管

路の埋設が完了した区間延長の割合。

※４��地上に設置されていた電気・電話線等が

管路内に埋設され、電柱が撤去され、道路上の

電柱が無くなった割合。

図―2　�沖縄ブロック社会資本整備重点計画とH14道路懇談会提言

表ー1　�アウトカム指標の実績値と目標値

予算・人事のしくみへの反映

目
標
設
定
・

プ
ロ
セ
ス
の
明
確
化

目標にあった成果をあげる
ための予算配分の検討

成果を意識した施策・事業の実施
地域の課題が解消したか
アウトカムで確認

県
民
意
識
を
取
り
入
れ
た

課
題
認
識
の
明
確
化

業
績
測
定
・

評
価
の
実
施

課
題
を
デ
ー
タ
で
表
現

す
る
た
め
の
デ
ー
タ
取
得

と
評
価
手
法
の
確
立

行政の透明性の向上 行政の効率性の向上

国　民

図ー1　マネジメント・サイクル

（ （

（ （

（

（

（

（

業
績
計
画
書

達
成
度
報
告
書

参�画

行政マネジメントシステム
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図ー5　�渋滞損失時間3Dマップ（平成15年度）

図ー3　�供用区間位置図図ー6　�ETC利用率の推移

図ー8　�1km区間当たり死傷事故率曲線（直轄国道）

平
成
十
六
年
度
の
取
り

組
み
方
針

�

公
表
に
つ
い
て

主
要
な
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
の
達
成
度
と
今
後
の
取
組
み

4

5

6

1

23

0.60％

0.80％

1.00％

1.20％

1.40％

1.60％

1.80％
14年度 15年度

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

1.08％

1.13％

1.14％ 1.12％

1.10％

1.27％

1.40％ 1.38％

1.36％

1.41％

1.47％

1.62％

0.84％

0.84％

0.89％

0.81％

0.90％

0.94％

0.97％ 0.96％

0.99％
0.95％
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0.98％
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10％

5％

……

0％

2.7％ 2.9％
3.2％ 3.5％

4.1％

6.8％

13.1％

青
森
県

山
形
県

鳥
取
県

島
根
県

秋
田
県

沖
縄
県

全
国
平
均

図ー4　規格の高い道路を使う割合（H15）

表ー2　渋滞損失時間の全国比較（H14）

東京都

大阪府

神奈川県

埼玉県

愛知県

沖縄県

136.7

107.7

76.0

53.5
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図ー7　交通事故発生件数と死者数の推移（H14）
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有
料
道
路
で
の
料
金
払
い
を
自
動
化
し
て
ノ
ン
ス
　

　
　
　
ト
ッ
プ
で
通
過
で
き
る
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム

那覇空港自動車道

ｋｍ 

ｋｍ

顧
客
（
利
用
者
）
満
足
度
調
査

バ
ス
運
転
手
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
、
交
通
安
全
父
母
の

会
等
組
織
単
位
（
一
般
的
に
六
〜
十
名
程
度
）
で
集
ま

っ
て
も
ら
い
、
司
会
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式

で
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
方
法

※
７

死
傷
事
故
率
（
件
�
億
台
�
）
�
H
十
〜
H
十
三
平
均

：

/

：

死
傷
事
故
件
数
（
件
）
�
H
十
〜
H
十
三
累
計

　
「
連
携
を
強
化
し
、
交
流
を
促
進
す
る
道

づ
く
り
」
の
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
の
一
つ
と
し

て
設
定
し
て
い
ま
す
。
長
距
離
移
動
の
交
通

を
、
事
故
率
が
低
く
走
行
速
度
の
高
い
自
動

車
専
用
道
路
に
よ
っ
て
分
担
さ
れ
る
こ
と
で
、

よ
り
短
時
間
で
の
移
動
を
可
能
と
し
、
地
域

間
の
連
携
の
強
化
が
図
ら
れ
、
幹
線
道
路
・

生
活
道
路
な
ど
本
来
の
役
割
に
見
合
っ
た
機

能
分
化
の
適
正
化
が
図
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

規
格
の
高
い
道
路
を
使
う
割
合
が
増
加
す
る

と
、
幹
線
道
路
の
渋
滞
、
生
活
道
路
の
事
故
、

沿
道
環
境
（
C
O
2
）
等
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
十
五
年
四
月
に
、
那
覇
空
港
自
動
車

道
の
南
風
原
南
I
C
か
ら
豊
見
城
I
C
間

（
L
＝
三
・
九
　
）
が
供
用
（
図
三
）
し
た
こ

と
に
よ
り
、
規
格
の
高
い
道
路
を
使
う
割
合

が
六
％
か
ら
七
％
に
増
加
し
、
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

規
格
の
高
い
道
路
を
使
う
割
合
は
、
全
国
平

均
（
十
三
％
）
の
半
分
程
度
（
図
四
）
で
あ

り
、
今
後
も
那
覇
空
港
自
動
車
道
や
名
護
東

道
路
等
の
早
期
供
用
に
向
け
た
整
備
や
、

I
C
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
、
通
行
料

金
低
減
施
策
等
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
「
都
市
部
の
交
通
渋
滞
を
緩
和
す
る
道
づ

く
り
」
の
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
の
一
つ
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。
那
覇
都
市
圏
を
中
心
と

し
た
県
内
の
都
市
部
で
は
、
朝
・
夕
を
中
心
と

し
た
渋
滞
発
生
が
顕
著
（
図
五
）
で
あ
り
、
県

内
の
様
々
な
活
動
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

沖
縄
県
は
、
全
国
的
に
み
て
も
渋
滞
の
激
し

い
地
域
で
あ
り
、
道
路
一
　
当
た
り
の
渋
滞

損
失
時
間
は
全
国
平
均

の
二
倍
以
上
で
、
東
京
都
、

大
阪
府
等
に
つ
い
で
全

国
六
番
目
で
す
（
表
二
）
。

　
平
成
十
五
年
三
月
に

全
線
二
車
線
で
供
用
し

た
石
川
バ
イ
パ
ス
、
平
成

十
五
年
四
月
に
供
用
し

た
那
覇
空
港
自
動
車
道（
南

風
原
I
C
〜
豊
見
城
I
C
）
、

読
谷
道
路
（
部
分
暫
定
二

車
線
）
、
平
成
十
五
年
八

月
に
開
業
し
た
沖
縄
都

市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
に
よ
り
、

渋
滞
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
区

間
に
お
い
て
は
、二
十
三
・

四
百
万
人
時
間
／
年
か

ら
二
十
二
百
万
人
時
間

／
年
と
一
・
四
百
万
人
時

間
／
年
（
約
六
％
）
減
少

し
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
自
動
車
交
通
量
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
多
く
の
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
あ
り
、
今
後
も
渋
滞

損
失
時
間
は
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
効
率
的
に
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
新
た

な
課
題
個
所
の
早
期
抽
出
、
交
通
特
性
の
把

握
に
努
め
、
渋
滞
損
失
の
大
き
い
個
所
か
ら
、

バ
イ
パ
ス
整
備
等
の
抜
本
的
対
策
や
交
差
点

改
良
、
ソ
フ
ト
施
策
等
の
短
期
的
対
策
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

�

　
E
T
C
※
５

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
料

金
所
渋
滞
緩
和
、
環
境
負
荷
の
低
減
効
果
が

図
ら
れ
ま
す
。
平
成
十
五
年
度
に
沖
縄
自
動

車
道
の
全
I
C
に
E
T
C
料
金
所
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
が
、
E
T
C
利
用
率
は
、
一
・
０
％

か
ら
一
・
六
％
（
図
六
）（
全
国
最
下
位
）
ま
で

し
か
上
が
ら
ず
、
目
標
値
の
五
％
を
達
成
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
E
T
C
車
載
器
を
設
置
し
な
い
理
由
と
し

て
、
　
車
載
器
の
金
額
が
高
い
か
ら
（
四
一
％
）
、

　
手
続
き
が
面
倒
だ
か
ら
（
二
六
％
）
、

　
割
引
率
が
低
い
か
ら
（
二
一
％
）
、

　
利
用
頻
度
が
少
な
い
か
ら
（
十
二
％
）
と
な

　
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
E
T
C
利
用
率
を
高
め
る
施
策
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
交
差
点
改
良
な
ど
の
交
通
安
全
事
業
を
実

施
し
た
個
所
に
つ
い
て
は
、
死
傷
事
故
件
数

は
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
体
の
死

傷
事
故
件
数
は
、
前
年
に
比
べ
て
約
六
％
増

加
（
図
七
）
し
た
た
め
、
死
傷
事
故
率
は
、
目
標

値
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
死
傷
事
故
率
、死
傷
事
故
件
数
が
高
い
区
間
、

個
所
（
図
八
）
に
お
い
て
、
事
故
の
発
生
状
況
・

原
因
を
整
理
し
、交
通
管
理
者
と
連
携
を
図
り
、

死
傷
事
故
の
削
減
に
向
け
た
事
業
を
重
点
的

に
進
め
ま
す
。
短
期
的
対
策
と
し
て
、
交
差
点

改
良
や
滑
り
止
め
舗
装
等
の
交
通
安
全
事
業

と
、
中
長
期
対
策
と
し
て
、
中
央
分
離
帯
や
右

折
レ
ー
ン
等
が
設
置
さ
れ
た
バ
イ
パ
ス
の
整

備
等
の
改
築
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
�

　
平
成
十
六
年
度
は
、
平
成
十
五
年
度
の

達
成
度
の
結
果
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
中

期
（
平
成
十
九
年
度
）
目
標
で
あ
る
目
標
値

達
成
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
最
終
的
な
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
で
あ
る「
利

用
者
満
足
度
」
の
向
上
に
向
け
て
、
道
路
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
（
Ｃ
Ｓ
調
査
※
６

、
グ

ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
※
７

等
）
に
努
め
ニ

ー
ズ
に
対
す
る
対
応
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
沖
縄
ら
し
さ
」
、「
観
光
」
、「
離
島
」
等
沖

縄
の
特
性
を
生
か
し
た
道
路
整
備
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
６�

�

　
達
成
度
報
告
書
・
業
績
計
画
書
に
つ
い
て
は
、

八
月
三
十
一
日
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
ま
す
。
ご
覧
に
な
っ
て
意
見
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
の
、

道
路
行
政
の
運
営
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

 

 

km



　
九
月
十
三
日
か
ら
十
月
一
日
ま
で
那
覇
第
二
地
方
合
同

庁
舎
の
行
政
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
Ｉ
Ｄ
Ｂ
紹
介
パ
ネ
ル
展
を

開
催
中
で
す
。

�

Ｉ
Ｄ
Ｂ
紹
介
の
ポ
ス
タ
ー
の
他
、
在
日
中
南
米
・
カ
リ
ブ

海
諸
国
の
大
使
館
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
各
国
に
関

す
る
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
ほ
ぼ
裏
側
に
あ
た
る
こ
れ
ら
の
国
々
が
ど
ん
な
と

こ
ろ
か
想
像
も
つ
か
な
い
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
展
示
等
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
に
中

南
米
・
カ
リ
ブ
海
諸
国
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。

高校生セミナー・
一般公開セミナーを開催 　

パ
ネ
ル
展
で
展
示
さ
れ
て
い
る
ポ
ス

タ
ー
の
中
か
ら
Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
会
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー

は
合
計
で
四
枚
あ
り
ま
す
。
八
月
か
ら

二
週
間
毎
に
沖
縄
総
合
事
務
局
と
ふ
そ

う
ビ
ル
の
掲
示
板
に
も
掲
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
皆
様
御
覧
頂
け
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、
『
米
州
開
発
銀
行
（
Ｉ
Ｄ
Ｂ
）

に
つ
い
て
知
ろ
う
！
』
で
は
Ｉ
Ｄ
Ｂ
の

紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｄ
Ｂ
と
は

一
体
何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
か
、

ど
ん
な
国
が
加
盟
し
て
い
る
か
が
説
明

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
『
Ｉ
Ｄ
Ｂ
に
つ
い
て
も
っ
と

知
ろ
う
（
上
級
編
）
』
で
は
、
Ｉ
Ｄ
Ｂ

が
行
っ
て
い
る
事
業
等
に
つ
い
て
写
真

入
り
で
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
『
第
四
十
六
回
Ｉ
Ｄ
Ｂ
沖
縄
年
次
総

会
に
つ
い
て
知
ろ
う
』
で
は
、
Ｉ
Ｄ
Ｂ

年
次
総
会
と
は
ど
ん
な
会
議
で
誰
が
参

加
す
る
の
か
、
次
の
開
催
地
は
ど
こ
な

の
か
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

御
存
知
の
と
お
り
、
次
の
開
催
地
は
沖

縄
で
、
来
年
の
四
月
に
沖
縄
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
等
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

高校生による発表の様子

講演する比嘉リカルド氏一般公開セミナーの様子

　
七
月
に
は
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
県
庁
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｄ

Ｂ
沖
縄
総
会
関
連
の
セ
ミ
ナ
ー
が
二
つ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
高
校

生
を
対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
、
も
う
一
つ
は
県
民
を
対
象
と
し
た
公
開

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　
高
校
生
対
象
の
セ
ミ
ナ
ー
は
七
月
十
四
日
に
行
わ
れ
、
ス
ペ
イ
ン
語
や

国
際
協
力
を
学
ぶ
県
内
八
高
校
か
ら
約
二
百
名
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
、
小
瀧
Ｉ
Ｄ
Ｂ
前
理
事
自
身
の
体
験
に
よ
る
基
調
講
演
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
次
に
、
昨
年
八
月
に
行
わ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
沖
縄
県
人
移
住
九
十
五
周
年
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
高

校
生
の
報
告
と
、
県
系
二
世
の
母
の
出
身
地
ブ
ラ
ジ
ル
で
二
年
間
を
過
ご

し
た
高
校
生
の
体
験
談
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
琉
球
Ｆ
Ｃ
所
属

の
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
県
系
三
世
の
サ
ッ

カ
ー
選
手
で
あ
る
比
嘉
リ
カ
ル
ド
氏

が
、
来
日
当
時
の
話
を
し
て
セ
ミ
ナ

ー
が
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
七
月
十
七
日
に
は
、
「
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
海
諸
国
へ
の
ア
ジ

ア
の
移
民
に
よ
る
貢
献
」
と
題
し
た

一
般
公
開
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
、
ア
ジ
ア
か
ら
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
人
々
が
、
移

住
先
で
、
農
業
、
医
療
、
芸
術
等
の

分
野
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た

か
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
か
に
つ
い
て
、
各
方
面
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
々
が
講
演
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
文
化
セ
ン
タ

ー
の
モ
ラ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
長
が
、
逆

に
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
人
の
沖
縄
へ
の

貢
献
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
に
つ
い
て
、
語
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
講
演
や
異
文
化
体
験
発

表
を
通
し
て
、
地
球
の
反
対
側
に
あ

る
中
南
米
・
カ
リ
ブ
海
諸
国
と
日
本
、

沖
縄
と
の
結
び
つ
き
を
学
び
ま
し
た
。

IDB-IIC�ANNUAL�MEETING�OF�THE�BOARDS
OF�GOVERNORS�OKINAWA�2005

　
最
後
の
一
枚
は
『
沖
縄
開
催
決
定

ま
で
の
道
の
り
』
で
す
。
「
な
ぜ
沖
縄

で
開
催
さ
れ
る
の
？
」
「
Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
会

の
受
入
れ
準
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
」

「
沖
縄
で
開
催
さ
れ
る
意
義
は
？
」
こ

れ
ら
の
答
え
は
ポ
ス
タ
ー
に
書
い
て

あ
り
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
は
九
月
二
十

一
日
〜
十
月
四
日
ま
で
沖
縄
総
合
事

務
局
の
掲
示
板
に
も
貼
っ
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
第
二
合
同
庁
舎
で
の
パ
ネ
ル
展
の

他
に
、
な
は
ま
つ
り
や
全
島
エ
イ
サ

ー
祭
り
等
の
沖
縄
各
地
で
行
わ
れ
て

い
る
お
祭
り
の
ブ
ー
ス
で
も
Ｉ
Ｄ
Ｂ

パ
ネ
ル
展
を
開
催
予
定
で
す
。
そ
ち

ら
に
も
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。



新
規
創
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
生
み
出
す
風
土
づ
く
り
を
す
す
め
る
創
業
意
識
喚
起
活
動
事

業
と
し
て
、
沖
縄
県
内
に
お
い
て
、「
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」（
主
催:

内
閣
府
沖

縄
総
合
事
務
局
）
及
び
「
夢
・
鑑
定
団
ｉ
ｎ
那
覇
」（
主
催:

創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
国
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
中
小
企
業
庁
、(

財)

社
会
経
済
生
産
性
本
部
）
）
を
開
催
し
ま
す
。

いろんな色に出逢い、いろんな色を学び、いろんな色を表現する

学生起業家発掘・育成事業「C O L O R S」

学生ビジネスプランコンテスト学生ビジネスプランコンテスト
10月31日（日）に開催！

　
沖
縄
総
合
事
務
局
は
、
学
生
を
対
象
に
起

業
家
の
発
掘
と
育
成
を
目
的
と
し
て
、「
学
生

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
「
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
で

は
、
沖
縄
県
内
の
企
業
等
が
提
供
す
る
課
題

を
解
決
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た

学
生
か
ら
選
抜
さ
れ
た
チ
ー
ム
が
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
学
生
た
ち
の
「
熱

い
想
い
」
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
場
無
料

で
す
。

　
本
事
業
の
参
加
学
生
が
作
成
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
の
課
題
は
次
の
と
お
り
で
す
。

みなさまのご来場を心よりお待ちしております！

創
業
意
識
喚
起
活
動
事
業
に
つ
い
て

みなさまのご参加を心よりお待ちしております！

夢
が
あ
れ
ば
、

生
き
方
は
変
わ
る
。

人
生
、
自
分
ら
し
く
、

お
も
し
ろ
く
！

「創業・ベンチャー国民フォーラム」
主催シンポジウム

in�那覇

「サンプルボックス」を県内企業＆一般ユーザーに浸透させるには？株式会社チャイルドフッド提供

平成16年10月31日（日）14:00～17:00 沖縄産業支援センター１階ホール

有限会社ルーツ
TEL：098-853-5160　FAX：098-835-4805
E-mail：info@roots-j.net�

高齢者・身障者を対象とした、生活支援サービスを企画してみましょう！株式会社おきしん保証サービス提供

「環境にやさしい」豚のブランド構築と会員制販売システムを企画提案！特定非営利活動法人エコ・ビジョン沖縄提供

　
創
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
対

す
る
意
識
啓
発
を
目
的
と
し
て
、

中
小
企
業
庁
で
は
「
創
業
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
国
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
結
成
し
、
平
成
十
二
年
度

か
ら
全
国
各
地
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
タ
イ
ト
ル
は
、
『
夢
・
鑑
定

団
』
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
“
夢
”
を
見
極
め
、
そ
の
“
夢
”
の
実

現
を
支
援
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

　
夢
を
持
っ
た
新
進
気
鋭
の
起
業
家
た
ち
が
、
自
身
の
事
業

に
つ
い
て
、
そ
し
て
目
指
す
未
来
に
つ
い
て
、
熱
く
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
か
ら
集
結
し
た
強
者

ぞ
ろ
い
の
「
鑑
定
団
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
起
業
家

の
“
夢
”
を
鑑
定
。
シ
ナ
リ
オ
の
な
い
生
の
コ
メ
ン
ト
が
飛

び
交
う
熱
気
に
満
ち
た
ス
テ
ー
ジ
が
展
開
さ
れ
、
来
場
し
た

皆
さ
ま
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
刺
激
し
ま
す
。

　
開
催
日
は
、
平
成
十
六
年
十
一
月
十
六
日(

火
曜
日)

。

会
場
は
「
か
り
ゆ
し
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
那
覇
」
で
す
。
入

場
無
料
。

　
な
お
、
詳
し
い
時
間
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
参
加
方
法
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
「
創
業･

ベ
ン
チ
ャ
ー
国
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
事
務
局
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

取り組む課題を決めるため課題提供企業から説明を受ける学生たち

11月16日（火）に開催！

「創業・ベンチャー国民フォーラム」のホームページにも、シンポジウムの概要など

を掲載しておりますので是非ご覧下さい。お問い
合せ先

お問い
合せ先

h t t p : / / w w w . j s - v e n t u r e . n e . j p /

開催日時 開催場所

申
込
先

沖縄総合事務局経済産業部産業課

アイマスク体験高齢者疑似体験車いす体験



真
玉
橋
に
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー

体
験
施
設
が
オ
ー
プ
ン

　
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
・

人
に
や
さ
し
い
道
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
体

験
し
て
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
よ
う
と
い
う
施

設
が
、
真
玉
橋
近
く
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

お
年
寄
り
の
方
や
障
害
を
持
つ
方
に
と
っ
て

デ
コ
ボ
コ
道
や
段
差
、
傾
斜
の
あ
る
道
を
歩

く
の
は
大
変
。

　
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
、
約
二
ヶ
月
、
小
学

生
や
家
族
単
位
、
会
社
の
研
修
な
ど
約
三
百

人
に
や
さ
し
い
思
い
や
り
の
あ
る
道
を

み
ん
な
で
考
え
よ
う
!

バリアフリーを体験してみませんか？

7月13日にオープンしました

バリアフリーってなあに？

アイマスク体験アイマスク体験
アイマスクをつけて、点字ブロ
ックをたよりに歩いてみた。

高齢者疑似体験高齢者疑似体験
関節や腰を固定して手首足首に
おもりをつけて歩いてみた。

車いす体験車いす体験
車いすに乗って、どんな道が進
みづらいか体験してみた。

バリアフリーはお年寄りや身体の不自由な方などが生活する上で、障害となるものを取り除くことです。

体験されたみなさんは、安全で人にやさしい道や歩きづらい道について理解を深めるとともにお年寄りや障害者にやさしく接しようという気
持ちになれたと思います。みなさんも安心して快適に歩ける道路空間について考えてみませんか？

私が案内します！広報担当　国吉���志保さん

施設のご利用について
は、小・中学校から各種
団体、個人でも受け付
けます。

利用時間

平日　9：30～16：30
休／土・日・祝祭日

入場無料

※事前に申込が必要

お問い合わせ

南部国道事務所
TEL.098-861-2336

ど
ん
な
道
が
歩
き
や
す
い
か
な
？



二
〇
〇
四
年
海
の
日
フ
ェ
ア

那
覇
港
港
湾
施
設
め
ぐ
り

「
み
な
と
フ
ェ
ス
タ

二
〇
〇
四
ｉ
ｎ
平
良
港
」
開
催
！

　
七
月
十
八
日
（
日
）「
海
の
日
」
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
、「
み
な
と
フ
ェ
ス
タ

二
〇
〇
四
ｉ
ｎ
平
良
港
」（
主
催
・
同
実
行
委
員
会
　
共
催
・
平
良
港
湾
事

務
所
）
が
平
良
市
内
の
パ
イ
ナ
ガ
マ
ビ
ー
チ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
照
り
つ
け
る
真
夏
の
太
陽
の
中
、
訪
れ
た
多
く
の
親
子
連
れ
が
、
暑
さ

を
忘
れ
て
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
と
水
上
バ
イ
ク
の
体
験
乗
船
、
宝
探
し
ゲ
ー

ム
な
ど
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
満
喫
し
ま
し
た
。

シーカヤックを楽しむ参加者たち

水上バイク

水中宝探しゲーム

大勢の参加者

那覇港沖水中観賞

�
七
月
十
八
日
（
日
）「
海
の
日
フ
ェ
ア
ー
」
を
開

催
し
ま
し
た
。（
主
催
　
那
覇
港
管
理
組
合
、
共

催
　
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
那
覇
港
湾
・
空

港
整
備
事
務
所
）

�

大
型
水
中
観
賞
船
オ
ル
カ
号
に
一
般
公
募
の

市
民
を
乗
せ
、
海
上
よ
り
那
覇
港
周
辺
の
防
波

堤
・
岸
壁
等
の
施
設
や
整
備
に
つ
い
て
紹
介
し
、

防
波
堤
の
沖
側
で
珊
瑚
の
水
中
観
賞
を
行
い
ま

し
た
。

�

一
日
二
回
運
航
、
時
間
は
左
記
の
通
り
で
行
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
乗
船
数
　
百
五
十
一
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
乗
船
数
　
百
四
十
名
）

�

当
日
の
天
候
は

快
晴
、
波
も
穏
や

か
で
あ
っ
た
せ
い

か
、
乗
船
さ
れ
た

皆
様
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
は「
珊

瑚
に
群
が
る
魚
と

陽
の
光
が
綺
麗
だ

っ
た
」「
子
供
た
ち

と
一
緒
に
参
加
出

来
て
と
て
も
良
か

っ
た
」「
も
っ
と
こ

の
よ
う
な
企
画
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
等
の
た

く
さ
ん
の
感
想
を
戴
き
ま
し
た
。

�

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
行
事
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
多
く
の
人
に
那
覇
港
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
「
み
な
と
」
に
も
っ
と
も
っ
と

親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

那覇港港湾施設パネル展示

　
「
海
の
日
」
は
平
成
八
年
よ
り
「
海
の
恩
恵
に
感

謝
し
、
海
洋
国
日
本
の
繁
栄
を
願
う
日
」
と
し
て
、

七
月
二
十
日
を
国
民
の
休
日
と
し
て
制
定
、
平
成

十
五
年
か
ら
は
七
月
の
第
三
月
曜
日
と
な
り
、
三

連
休
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
み
な
と
フ

ェ
ス
タ
」
は
宮
古
島
の
海
の
玄
関
口

で
あ
る
平
良
港
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
に
お
い
て
ま
つ
り
を
開
催
し
、

人
々
が
海
に
集
う
こ
と
に
よ
り
「
海

の
日
」
を
祝
い
、
そ
し
て
海
に
帰
ろ

う
と
い
う
趣
旨
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
体
験
乗
船
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
親
子
連
れ
が
列
を
作

り
、
講
師
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
漕
ぎ
方

な
ど
指
導
を
受
け
て
、
十
五
分
か
ら

三
十
分
程
度
の
海

上
散
歩
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
最

初
は
や
や
緊
張
気

味
の
子
供
達
も
慣

れ
る
に
つ
れ
パ
ド

ル
さ
ば
き
も
上
手

く
な
り
元
気
い
っ

ぱ
い
の
笑
顔
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　
水
上
バ
イ
ク
の
体
験
乗
船
コ
ー
ナ
ー
で
も
子

供
達
が
列
を
作
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
運
転
す
る
水
上

バ
イ
ク
に
乗
船
し
、
普
段
で
は
体
験
す
る
こ
と
の

出
来
な
い
海
上
で
の
ス
ピ
ー
ド
感
に
歓
声
を
響

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
か
き
氷
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
や
木
製
模

型
パ
ズ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

大
好
評
で
、
親
子
連
れ
ら
が

木
陰
で
ひ
と
休
み
し
、
か
き

氷
や
パ
ズ
ル
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
当
日
は
、

心
配
し
て
い
た
ハ
ブ
ク
ラ
ゲ

な
ど
に
よ
る
事
故
も
無
く
、

イ
ベ
ン
ト
も
大
勢
の
子
ど
も

達
の
歓
声
が
響
い
て
大
盛
況

で
し
た
。

　同日、オルカ号の発着場となった、とまりん

２Ｆでは、戦前から現代までの那覇港の歴史と

現在整備中の沈埋トンネル、那覇港における珊

瑚をパネル展示にて説明しました。

�

午
前
の
部
　

�

午
後
の
部
　

：
 11

30

：
 13

00

〜 

：
 14

00

：
 15

30

〜 



石
垣
港
み
な
と
ま
つ
り

昼
の
部
の
「
み
な
と
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

夜
の
部
の
「
み
な
と
の
夕
べ
」

港
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
つ
い
て

1

ヨ
ッ
ト
体
験
セ
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て

2

石
垣
港
パ
ネ
ル
展
に
つ
い
て

3

石
垣
港
み
な
と
ま
つ
り
ク
イ
ズ

に
つ
い
て

4

港クルージング

ヨットセーリング

石垣港パネル展

石垣港みなとまつりクイズ港クルージング

　
石
垣
港
み
な
と
ま
つ
り
は
、
毎
年
「
海
の
日
」
に

ち
な
ん
で
、
港
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や
ヨ
ッ
ト
セ
ー
リ

ン
グ
及
び
ラ
イ
ブ
演
奏
等
を
通
し
て
、多
く
の
方
々

に
日
本
最
南
端
の
重
要
港
湾
で
あ
る
石
垣
港
の

役
割
を
深
く
理
解
し
て
も
ら
う
と
共
に
、「
み
な

と
」
の
賑
わ
い
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
石
垣
港
の

更
な
る
活
性
化
に
資
す
る
目
的
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
「
海
の
日
」
の
前
日
の
七
月
十
八
日

（
日
曜
日
）
に
離
島
桟
橋
に
於
い
て
行
い
ま
し
た
。

　
石
垣
港
み
な
と
ま
つ
り
は
昼
の
部
と
夜
の
部

が
あ
り
、
昼
の
部
は
「
み
な
と
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
と

題
し
て
石
垣
港
湾
事
務
所
、
石
垣
市
港
湾
課
、
八

重
山
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
に
よ
る
小
学
生
を
対
象
と

し
た
旅
客
船
に
よ
る
港
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
ヨ
ッ
ト

体
験
セ
ー
リ
ン
グ
、
石
垣
港
パ
ネ
ル
展
及
び
み
な

と
の
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、

夜
の
部
は
「
み
な
と
の
夕
べ
」
と
題
し
て
港
通
り

会
が
中
心
と
な
り
、
旅
客
船
の
甲
板
を
舞
台
に
し

た
ラ
イ
ブ
演
奏
や
各
種
出
店
も
設
け
、
大
勢
の
親

子
連
れ
な
ど
市
民
・
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
定
期
旅
客
船
の
サ
ザ
ン
ド
リ
ー
ム
号
で
所
要

時
間
一
時
三
十
分
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
二
回
行

い
ま
し
た
。
事
前
応
募
の
二
百
四
十
名
の
小
学
生

な
ど
が
乗
船
し
、
港
内
や
竹
富
島
周
辺
を
巡
り
な

が
ら
石
垣
港
の
施
設
紹
介
や
役
割
に
関
す
る
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

　
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
参
加
者
の
感
想
を
い
く
つ
か

紹
介
し
ま
す
。 

①
サ
ザ
ン
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
下
を
く
ぐ
れ
て

　
楽
し
か
っ
た
。

②
石
垣
港
を
海
か
ら
見
て
す
ば
ら
し
く
発
展
し

　
て
い
る
事
に
気
づ
き
ま
し
た
。

③
夏
休
み
の
ス
タ
ー
ト
に
乗
船
で
き
、
い
い
思
い

　
出
に
な
り
良
か
っ
た
で
す
。

  

　
所
要
時
間
二
時
間
の
セ
ー
リ
ン
グ
を
二
回
行

い
、
事
前
応
募
の
小
学
生
な
ど
五
十
名
が
六
艇
の

ヨ
ッ
ト
に
乗
船
し
、
港
内
を
体
験
セ
ー
リ
ン
グ
し

ま
し
た
。

　
ヨ
ッ
ト
セ
ー
リ
ン
グ
参
加
者
の
感
想
を
い
く

つ
か
紹
介
し
ま
す
。 

①
ヨ
ッ
ト
の
操
縦
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
楽
し
か

　
っ
た
。

②
ヨ
ッ
ト
は
風
の
力
で
進
む
と
い
う
事
を
体
で

　
実
感
し
た
。

③
魚
な
ど
が
見
れ
て
良
か
っ
た
。

④
ヨ
ッ
ト
が
傾
い
て
自
分
が
落
ち
そ
う
に
な
っ

　
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
。 

  

　
こ
こ
で
は
石
垣
港
の
役
割
や
過
去
、
現
在
、
未

来
を
昔
の
貴
重
な
写
真
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
パ

ネ
ル
に
て
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
港
湾
工
事
に

伴
い
移
植
し
た
サ
ン
ゴ
の
状
況
等
も
展
示
し
、
周

辺
環
境
に
対
す
る
保
全
措
置
の
紹
介
を
行
い
ま

し
た
。
パ
ネ
ル
展
に
は
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
小
学

生
は
も
と
よ
り
、
乗
船
待
ち
の
市
民
や
観
光
客
も

訪
れ
、
石
垣
港
の
将
来
計
画
に
つ
い
て
の
質
問
が

多
く
出
て
い
ま
し
た
。

　　
石
垣
港
に
つ
い
て
少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
、
パ
ネ
ル
展
示
場
の
隣
に
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ク
イ
ズ
を
出
題
し
、
正
解
さ
れ
た
方
に
は

景
品
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。

�

　
夜
の
部
は
「
み
な
と
の
夕
べ
」
と
題
し
て
、
桟

橋
に
停
泊
し
て
い
る
旅
客
船
の
デ
ッ
キ
を
ス

テ
ー
ジ
に
ア
フ
リ
カ
ン
太
鼓
や
ジ
ャ
ズ
演
奏
、

「
や
い
ま
」
で
お
馴
染
み
の
石
垣
出
身
の
ミ
ヤ

ギ
マ
モ
ル
さ
ん
や
同
じ
く
地
元
出
身
で
早
弾

き
三
味
線
の
名
手
川
門
正
彦
さ
ん
等
の
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
岸
壁
に
陣
ど
り
ビ
ー
ル
を

片
手
に
或
い
は
食
事
を
し
な
が
ら
の
観
客
を

楽
し
ま
せ
、
離
島
桟
橋
周
辺
に
集
ま
っ
た
多
く

の
市
民
や
観
光
客
が
港
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　
「
み
な
と
ま
つ
り
」
を
き
っ
か
け
に
日
本
最

南
端
の
重
要
港
湾
で
あ
る
「
石
垣
港
」
に
つ
い

て
一
つ
で
も
多
く
、
ご
理
解
を
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
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　去る 7月 9日、沖縄本島内で初めて

導入された低床式路線バスを活用し、

糸満市及び糸満小学校の協力を得て「交

通バリアフリー教室」を開催しました。

　この教室は公共交通機関の利用にあ

たり、誰もが高齢者や身体障害者等に

対し「お手伝いしましょう」とごく自

然に声をかけてサポートできる「心の

バリアフリー」を目指しています。

　この日は同校の「総合的な学習」の

一環として、4年生 62名や父母、糸満

市等関係機関から多数の方が参加しま

した。児童達はアイマスクや白杖、車

イスや高齢者擬似体験セットを使って

低床バスに乗車し、体の不自由な人の

擬似体験をしました。

　日頃は、明るく元気な児童達も、体

験終了時には「お年寄りや目の見えな

い人のことを考えながら出来た。とて

も怖くてつらかった。」「困っている人

たちがいたら助けたいと思った。」等

感想を述べていました。

　経済産業省では、世界経済における我

が国経済の動向や通商政策の方向性を示

した「平成16年度版通商白書～『新たな

価値創造経済』へ向けて～」を、6月 29

日に発表しました。

　経済産業部では、今後の沖縄経済にお

ける国際化のあり方を考える一助とする

ため、去る7月 27日、経済産業省から通

商政策局情報調査課の杉江一浩氏、経済

産業政策局知的財産政策室の樫原哲哉氏

を講師に迎え、当局大会議室にて「平成

16年度版通商白書説明会」を開催しまし

た。

　同白書は、第 1章グローバル化の進展

とマクロ経済の動向、第 2章「新たな価

値創造経済」と競争軸の進化、第3章「新

たな価値創造経済」への移行と東アジア

経済統合の 3章から構成されています。

中国をはじめとしたアジア各国・地域の

本格的な市場参入などによる世界的な経

済環境の変化を踏まえて、我が国企業が

国際的な競争力を持つためには、知識、

人材、特許、組織力、ブランド、技術革

新力等の「知的資産」を経営の軸に据えて、

国際市場で勝ち残っていく個性と強靱さ

とを確保することが必要になると提言し

ています。また、副題に掲げられた「新

たな価値創造経済」とは、「知的資産」

の活用による価値創造が企業の競争軸と

なる新たな経済のあり方を意味しています。

　一方、企業不祥事によるブランド価値

の崩壊事例などを背景に、企業価値の維

持向上や投資家による投資先選定の判断

材 料 と し て 「 企 業 の 社 会 的 責 任

(CSR:Corporate�� Social�� Responsibi-

lity）」への関心が高まっています。こ

れに関連して企業の腐敗防止に向けた国

際的な連携強化のための「外国公務員贈

賄防止指針」等についての説明も行われ

ました。

　なお、経済産業省のホームページには

同白書の全文が掲載されています。

運 輸 部 開 発 建 設 部 経 済 産 業 部
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　6月22日（火）、「第5回　沖縄地域金融

円滑化会議」を開催しました。地域金融

円滑化会議は、金融庁が平成15年3月に

公表した「リレーションシップバンキ

ングの機能強化に関するアクションプ

ログラム」の「中小企業金融の再生に向

けた取組み」において、「相談・苦情処理

機能の強化」策として、都道府県毎に平

成15年度から四半期毎に開催している

ものです。今回も当局をはじめ県内の

関係業界団体や金融機関等の出席のもと、

会議が行われました。

　はじめに当局から「貸し渋り・貸し剥

がしホットライン」の受付状況の報告

のほか、「中小・地域金融機関に対する

利用者等の評価に関するアンケート」や、

今年５月に金融庁が策定した「中小・地

域金融機関向けの総合的な監督指針」

等についての説明をし、関係業界団体

及び各金融機関等からは、それぞれに

寄せられた相談・苦情等実例の分析・還元、

対応・処理状況等の報告がありました。

　最後に当局から「今会議も第1回目と

比べると、各機関それぞれのいいとこ

ろを取り入れながら取組み向上をはか

っているのが窺える。」と会議を締めく

くり、2年目となる当会議の意義を再確

認するものとなりました。

農 林 水 産 部 財　務　部 総　務　部

「食と農」

地域懇談会を開催

交通バリアフリー教室

の開催

平成16年度版

通商白書説明会の開催

　駐留軍用地返還跡地の利用は、沖縄

の振興にとって極めて重要な課題で

あることから、沖縄総合事務局では、

市町村の跡地利用の促進及び円滑化

を図るため、市町村の跡地利用に関す

る課題の解決及び跡地利用計画の策

定等について支援【アドバイザー派遣

事業（専門家派遣）】を行っています。

　平成16年7月15日に、第1回市町村支

援事業検討会議が行われ、平成16年度

のアドバイザー派遣市町村に石川市、

恩納村が決まりました。石川市につい

ては、行政内体制や地権者対応等に関

すること、恩納村については、周辺開

発との関連整理や、地権者組織の運営・

合意形成等に関することについて、ア

ドバイスする必要性を確認しました。

　また、アドバイザーの派遣については、

随時、市町村からの応募に対応するこ

とや、市町村からの問い合わせに迅速

に対応できる地域コンサルタントを

活用することなど市町村支援事業の

拡充が了承されました。

　今後、アドバイザー派遣を拡充する

とともに、関係市町村情報交換会を開

催することで市町村の跡地利用計画

策定等を積極的に支援していきます。

　なお、市町村支援事業に関する取組

みの状況などを沖縄総合事務局のホ

ームページで紹介していきます。

返還跡地利用に関する

市町村支援事業について

「第５回　沖縄地域金

融円滑化会議」を開催

 

「知事懇談会」を開催

　沖縄における社会資本整備に関して、

県幹部と沖縄総合事務局幹部との懇談会

を8月2日（月）に県庁知事室にて行いまし

た。

　本懇談会は「地方分権改革推進会議」よ

り提言のあった「地方公共団体幹部と地

方部局との定期的会議」として、H15年度

より実施しています。

　懇談会には、県より稲嶺知事、松井技監、

末吉土木建築部長が、沖縄総合事務局か

らは竹林局長、渡口次長、佐藤開発建設部

長が出席し、冒頭に竹林局長が挨拶、次に

渡口次長により、事業の選択と集中を主

旨とする「沖縄における社会資本整備の

流れ」と、H15年度事業成果も含めた「H16

年度の開発建設部主要事業」について説

明を行いました。

　説明を受けたのち、稲嶺知事よりまず、

「三位一体の改革」について「沖縄特別措

置法」、「沖縄振興計画」へ影響がでる恐れ

があり、有力者、関係機関へ訴えていると

ころであり総合事務局でもバックアップ

をお願いしたい旨の要望がありました。

　次に、各事業についての意見交換を行

ったのち、現在策定中の沖縄振興計画の

分野別計画（H17年度～）について、沖縄総

合事務局との事前の調整が必要であるこ

と、更に観光支援や歴史的な景観にも力

を入れていきたい旨の談話がありました。

　最後に局長より、忙しいなか本懇談会

を設けて頂いたことに、謝辞があり会を

終えました。

車椅子でのバス乗車体験

視覚障害者疑似体験

http://www.meti.go.jp/report/tsuhaku2004/

アドレス



　
本
誌
で
は
以
前
、
恩
納
村
へ
の
予
定
地
決

定
に
つ
い
て
特
集
を
組
み
ま
し
た
が
、
今
回

は
そ
れ
以
降
の
主
な
動
き
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
十
九
日
に
、
内
閣
官
房
長
官
、

財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
そ
し
て
茂
木

沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
・
科
学
技
術

政
策
担
当
大
臣
の
関
係
四
閣
僚
に
よ
り
、

①
　
大
学
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
措
置

と
し
て
、
沖
縄
の
研
究
基
盤
の
整
備
等

を
行
う
法
人
（
整
備
法
人
）
を
平
成
十

七
年
度
中
に
設
立
す
る
こ
と

②
　
大
学
の
開
学
に
つ
い
て
は
、
整
備
法
人

に
所
属
す
る
国
際
的
に
卓
越
し
た
研
究

を
行
う
主
任
研
究
者
が
五
十
人
程
度
に

達
し
た
時
点
を
目
処
と
す
る
こ
と

③�

平
成
十
六
年
度
に
、
施
設
の
基
本
設
計

等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
本
構
想
の

事
業
化
を
図
る
こ
と

な
ど
を
内
容
と
す
る
申
合
せ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
本
構
想
が
検
討
か
ら
事
業

化
へ
移
行
し
、
ま
た
、
内
閣
府
だ
け
で
な
く
、

政
府
を
挙
げ
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
内
閣
府
で
は
平
成
十
五
年
度
よ
り
、
大
学

の
開
学
に
先
駆
け
て
、
世
界
の
研
究
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
研
究
実
績
を
積

み
重
ね
る
た
め
に
、
先
行
的
事
業
と
し
て
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

及
び
研
究
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
十
月
十
六
〜
十
八
日
、
万
国
津
梁
館

（
名
護
市
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国
内
外
の
科
学
者
、
学
生
等
三
百
五
十
一
名

が
参
加
し
、
生
物
科
学
、
情
報
科
学
、
ナ
ノ

科
学
な
ど
の
異
な
る
学
問
分
野
の
融
合
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
特
別
・
基
調
講
演
、
分
科

会
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
通

じ
た
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
三
月
十
四
〜
十
九
日
、

ホ
テ
ル
日
航
ア
リ
ビ
ラ
（
読

谷
村
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
師
と
し
て
著
名

な
科
学
者
十
七
名
、
受
講
者

と
し
て
若
手
研
究
者
や
大
学

院
生
等
四
十
六
名
が
参
加
し
、

「
酵
母
に
係
る
融
合
科
学
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
講
義
、
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
自
由
討
論
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
二
月
六
日
に
、
世
界
最
高
水
準
に
ふ

さ
わ
し
い
四
件
の
研
究
課
題
が
採
択
さ
れ
、

具
志
川
市
の
沖
縄
科
学
技
術
研
究
・
交
流
セ

ン
タ
ー
を

拠
点
と
し

て
研
究
が

開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。

多
く
の
視

察
者
が
訪

れ
る
な
ど
、

大
き
な
注

目
を
浴
び

て
い
ま
す
。

　
今
年
七
月
十
三
日
、
構
想
を

推
進
す
る
上
で
の
重
要
事
項
に

つ
い
て
審
議
す
る
茂
木
大
臣
主

催
の
第
一
回
ボ
ー
ド
・
オ
ブ
・

ガ
バ
ナ
ー
ズ
会
合
が

都
内
の
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
会
合
に
お
い
て
は
、

二
〇
〇
二
年
に
ノ
ー

ベ
ル
生
理
学
・
医
学

賞
を
受
賞
さ
れ
た
シ

ド
ニ
ー
・
ブ
レ
ナ
ー

博
士
（
写
真
右
端
）

が
学
長
予
定
者
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
大
き
な

成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　　
現
在
、
整
備
法
人
設
立
の
た
め
の
所
要
の

法
案
を
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
国
会
に
提
出

す
べ
く
そ
の
作
成
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
先
行
的
事
業
に
つ
い
て
は
、
四
件

の
研
究
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き
続
き
着

実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
十
一
月
及
び
来

年
二
月
に
第
二
回
・
第
三
回
の
国
際
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
施
設

整
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
基
本
設

計
の
開
始
に
向
け
た
諸
作
業
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
構
想
の
事
業
化
や
、
学
長
予

定
者
の
選
考
、
ボ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ガ
バ
ナ
ー

ズ
会
合
の
開
催
を
経
て
、
構
想
の
推
進
が
新

た
な
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
、
整
備
法
人
を
設
立
し
、
そ
こ

が
大
学
の
開
学
に
向
け
た
条
件
整
備
を
行
う

と
い
う
更
に
次
の
段
階
に
進
む
こ
と
と
な
り

ま
す
。
内
閣
府
は
、
こ
う
し
た
次
の
段
階
に

お
け
る
作
業
が
円
滑
か
つ
確
実
に
進
む
よ
う
、

適
切
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

内
閣
府
沖
縄
振
興
局
新
大
学
院
大
学
企
画
推
進
室 

　
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
仮
称
）
設
立
構
想
が
尾
身
元
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
に
よ
り
提
唱
さ
れ

て
以
来
、
早
や
三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
大
学
の
開
学
に
向
け
た
取
組
み
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
き
て

お
り
、
県
民
の
皆
様
の
関
心
や
期
待
も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

1
関
係
閣
僚
に
よ
る
申
合
せ

2
先
行
的
事
業
の
実
施

3
ボ
ー
ド
・
オ
ブ
・

　�
�

ガ
バ
ナ
ー
ズ
会
合
の

　�
�

開
催

4
今
後
の
動
き

5
お
わ
り
に

1

第
一
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2

第
一
回
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

3

研
究
事
業

第1回国際ワークショップの模様

「ロボットねずみ」を使った研究の模様

第1回ボード・オブ・ガバナーズ会合の模様



＊ お 知 ら せ ＊

　沖縄総合事務局及び沖縄県では、今後の沖縄地域の下水道行政について、沖縄の地域特性を踏ま

えたこれからの下水道の整備と管理のあり方、並びに中長期的な整備方針を明確にし、下水道事業

の推進に取り組んでいくための「沖縄地域下水道ビジョン（案）」をとりまとめました。

　このビジョン（案）について、広く県民の皆様からご意見を伺うべく、下記の通り募集します。

募集対象

送付方法

1

2

「沖縄地域の下水道ビジョン（案）」について

　意見提出用紙 (内閣府沖縄総合事務局開発建設部ホーム

ページ�� http://www.dc.ogb.go.jp/Kyoku/index.htmよりダ

ウンロード可能）に記入の上、以下のいずれかの方法で内

閣府沖縄総合事務局開発建設部地方計画室までご意見を日

本語にて送付してください。（なお、電話によるご意見の受

付は対応しかねますのであらかじめご了承下さい。）

　皆様からいただきましたご意見につきましては、「沖

縄地域下水道ビジョン（案）」の内容を確定する際の

参考とさせていただきます。なお、いただいたご意

見に対しての個別の回答はいたしかねますので、あ

らかじめその趣旨をご了承願います。

　いただいたご意見は、住所、電話番号、電子メー

ルアドレスを除き、公開される可能性があることを

ご承知おきください。

募集期限3

注意事項4

◎メール及びFAXは、平成16年10月4日（月）17時まで受

け付けます。

◎郵送につきましては、平成16年10月4日（月）まで（当

日消印有効）。

内閣府沖縄総合事務局　開発建設部地方計画室　あて

内閣府沖縄総合事務局　開発建設部地方計画室　あて

098-866-3044

〒900-8530
沖縄県那覇市前島2丁目21-13　ふそうビル9階

FAXの場合1

郵送の場合2

内閣府沖縄総合事務局　開発建設部地方計画室　あて

izena710@ogb.cao.go.jp

E-mailの場合3

平成16年9月6日（月）～
　　　10月4日（月）まで（必着）

編

集

後

記

　
九
月
に
入
り
、
暑
さ
も
幾
分
和
ら
い
だ
気
も
し
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
例

年
に
な
く
、
台
風
の
接
近
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
台
風
は
更
に
大
型
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
十
分

に
対
策
を
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
月
号

は
、
平
成
十
七
年
度
予
算
の
概
要
要
求
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
の
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
沖
縄

振
興
計
画
の
四
年
目
に
当
た
る
十
七
年
度
要
求
は
、
自
立

型
経
済
の
構
築
、
離
島
の
活
性
化
等
に
向
け
て
、
よ
り
一

層
効
果
的
な
施
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
な
ど
を
重
点
的
に

進
め
る
事
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
八
月
十
三
日
午
後
に
発
生
し
た
「
米
軍
ヘ
リ
の

沖
縄
国
際
大
学
へ
の
墜
落
事
故
」
は
一
歩
間
違
え
れ
ば
大

惨
事
に
繋
が
り
か
ね
な
い
大
変
な
事
故
で
し
た
。
改
め
て

基
地
の
島
、
沖
縄
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
群
星
（
む
り
ぶ
し
）
と
は
沖
縄
の
方
言
で
「
昴
星
（
す
ば
る
）
」
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
広
大
な
海
域
に
点
在
す
る
数
多
く
の
島
々
か

ら
成
る
沖
縄
を
象
徴
し
て
い
る
。
ま
た
、
群
星
は
沖
縄
の
真
上
を
運
行
し
、

昔
か
ら
農
事
等
の
暦
と
し
て
の
目
安
と
な
り
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
局
報

「
群
星
」
も
沖
縄
の
発
展
の
指
針
と
な
り
、
県
民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
と

の
願
い
を
込
め
て
命
名
し
た
も
の
で
す
。

局報　群星　9月号

平成16年9月発行　通巻第295号
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TEL　098-866-0031・0041（代）

FAX　098-869-6656
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局
報
「
群
星
（
む
り
ぶ
し
）
」






